
近
世
青
海
諸
部
落
の
起
源

次

一
グ
ツ
ハ
ン
の
青
梅
進
駐

二
青
海
ホ
シ
ョ
ト
部
の
成
立
と
そ
の
範
圏

三
青
海
ホ
シ
ョ
ト
部
の
系
統
と
そ
の
牧
地

(
一
)
オ
チ
ル
ハ
ン
ダ
ヤ
ン
の
系
統

(
二
)
オ
ン
ボ
の
系
統

d

2
0
ダ
ラ
ン
タ
イ
の
系
統

〈
四
)
パ

ヤ
ン
ア
ブ
ガ
イ
ア
ユ
シ
の
系
統

(
五
〉
イ
ル
ド
ヴ
チ
の
系
統

〔
以
上
本
巻
一
鋭
、
以
下
本
鋭
〕

ダ
ラ
イ
パ
l
ト
ル
リ
ド
ル
ジ
の
系
統

ホ
ル
ム
シ
の
系
統

サ
ン
ガ
ル
ジ
ャ
の
系
統

目
ハ
ム
ハ
)

(
七
)

(
八
)

(

六

〉

ダ
ラ
イ
パ

l
ト
ル
・
ド
ル
ジ
の
系
統
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表
停
巻
八
て

四
丁
表
に
、

(下

佐

藤

長

(
九
)
ダ
シ
パ

l
ト
ル
の
系
統

四
そ
の
他
の
諸
部
の
系
統

(
一
)
ハ
ナ
ク
ト
シ
ム
ト
ゥ
の
系
統

ハ
二
)
セ
レ
ン
ハ
ダ
ン
バ

l
ト
ル
の
系
統

(
=
一
)
ジ
ョ
ト
パ
パ

l
ト
ル
(
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
)
の
系
統

(四
)

J

ゾ
ョ
リ
ク
ト
ホ
シ
ョ
チ
(
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
)
の
系
統

(
五
)
ク
ン
ゲ
(
ホ
イ
ト
部
)
の
系
統

(
六
)
ブ
イ
ホ
オ
ル
レ
タ
(
ト
ル
ゴ

l
ト
部
)
の
系
統

〈
七
)
オ
ン
グ
イ
(
ト
ル
ゴ

l
ト
部
〉
の
系
統

(
八
)
ド
ル
ジ
ア
ラ
ブ
ダ
ン
イ
ル
ド
ゥ
チ
(
ハ
ル
ハ
部
〉
の
系
統

(
九
)
チ
ャ
ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ
ン
日
ラ
マ
の
系
統

五

結

語

- 61ー
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多
爾
済
競
達
頼
巴
園
爾
、
震
札
薩
克
貝
勤
朋
素
克
旺
礼
勤
、
達
什
車
凌
、
台
士
口
伊
什
多
爾
礼
布
三
旗
租
。

と
あ
る
が
、
系
譜
は
第
七
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一

|

皐

噌

陥

納

一

額

雨
克
諾
顔

↑

↑

(

西

後

旗

)

門

六

】

〔

八

】

丁
薩
楚
捜
部
剛
根
台
土
口

1
T逮
頚
|
旺
建
克
阿
酬
明
布
坦
H
達
什
草
凌

1
丹
巴
草
凌

i
済
克
歎
特
伊
什

一

「

鴎

勃

丹

岱

青

諾

爾
布

i
淫
什
車
凌

多
悶
済

l
↑

門三
〕

門

七

〕

一

一

|
液
楚
克
逮
什
|
索
諮
木
多
爾
済

一

(
西
前
旗
)
一
門
四
u

「
策
旺
阿
酬
明
布
坦

l
額
爾
克
己
勃
珠
爾
|

]
朋
楚
克
旺
礼
助
|
下
達
木
垂

(
一
連
頼
岱
青
)

一

一
門
玉
】

一

「
根
敦

一

(

北

左

末

旗

)

門

九

〕

〔

一

O
〕

「
伊
什
多
勅
礼
布
|
畢
湾
牢
車
凌
H
巴
勃
珠
雨
H
H
畢
旗
門
空
車
凌

三
都
布
H
H
多
爾
済

第七表

〔ド、ノレジの系統〕

- 62ー

〔
第
七
表
詮
〕

〔
一
〕
パ
イ
ロ
ヅ
ァ

ナ
回
曲

1
2
Z曲
目
印
〈
∞
品
目
円
0

2
曲
目
防
八
回

F
〈
巳

8
2
E
(毘
底
合
那
〉
〔
一
己
エ
ル
ケ

ノ
ヤ
ン
開
昇
。
回
。
ヨ
ロ

〔一
ニ
〕
グ
ン
チ

ュ
ク
ダ
シ

の
口
口
門
出

r
L
a
F〈
u
r。
ロ
自
円

F
o
m
r
r
g
m
U

〔囚〕

ダ
ム
チ

ュ
イ
ロ

ω自門戸ユ
八
ロ
ω
B
n
r
g

〔
五
〕
ゲ

ン
ド
ヮ
ン

。
。
ロ
仏
E
ロ
八
口
問
。
廿
仏
ロ
ロ
〔
六
〕

ダ
ン
パ
ツ
ェ

リ
ン
ロ
曲
目
『
曲
昨
日

R
E
m八
回
白
S
国
交
w
z
r
o
z
b

〔七
〕
ソ

ノ
ム
ド
ル
ジ

ω
oロ
O
B
ι
o『
』

F〈
回
臼
。

ι

ロ
ω目
的
ぇ
。
ュ
0

〔八
〕
ジ
グ
メ
ト
イ
シ

l
h
m白
色
可

mwm巴
〈
但
位
向
白
白
色

3
3
臼

〔

九

〕

サ
ム
ド
ゥ
ブ

ω巴回《山口『
〈
切
E
B
m
g
r

〔一

O
〕
ド
ル

ジ

ロ
。
長
〈
月
ι0
『守

一
九
丁
表
、
容
六
四
、

ド
ル
ジ
の
系
統
は
、
清
朝
に
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
崇
徳
七
年
に
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
清
朝
に
遣
使
入
貢
し
た
と
き
に
、

①
 

ド
ル
ジ
は
そ
の
配
下
の
暗
刑
属
済

O
R同
W
C
訟
を
同
行
せ
し
め
て
お
り
(
太
宗
質
鎌
倉
六
三
、

二
丁
表
)
、
順
治
二
年
十
二

月
に
は
ド
ル
ジ
自
ら
が
入
朝
し
て
い
る
〈
世
租
貫
録
轡
二
二
、
五
丁
表
、
容
二
五
、
三
丁
裏
)
。
同
じ
く
七
年
十
一
月
に
「
厄
魯
特
の
巴
園
魯
貝
勤
」

が
入
朝
し
て
い
る
が

(世
租
賀
鎌
倉
五
て
五
了
裏
〉、
こ
れ
も
ド
ル
ジ
と
考
え
ら
れ
る
。
順
治
八
年
十
一
月
に
ハ
ル
ハ
の
札
薩
克
園
汗
部
の
俄
木

③
 

布
額
商
徳
尼
。

B
E
2
r己
が
罪
を
得
て
青
海
に
逃
れ
た
と
き
、
順
治
帝
は
「
巴
園
魯
台
吉
」
に
善
庭
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
が
払
惟



租
貫
録
巻
六
一
、
四
丁
表
〉
、

」
の
巴
固
魯
台
士
口
も
ド
ル
ジ
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
九
年
十
二
月
に
進
貢
し
た
巴
圃
魯
諾
顔
も
同
一

人
と
考
え
ら
れ
る
ハ
世
組
貫
録
轡
七
O
、
一
六
丁
表
)
。

更
に
順
治
十
三
年
八
月
に
、

帝
は
厄
魯
特
の
巴
園
魯
台
士
口
、

土
謝
圃
巴
圃
魯
戴
青
に
境
界
を
守
る
こ
と
を
巌
し
く
議
し
て
い
る
が
(
世
租
賞

録
倉
一

O
三、

一
O
了
裏
)
、
こ
の
巴
園
魯
台
吉
も
ド
ル
ジ
に
相
違
な
い
。
土
謝
園
巴
園
魯
戴
青
は
前
に
鍋
れ
た
ご
と
く
オ
ン
ボ
が
そ
の
功
に
よ
り

清
朝
か
ら
典
え
ら
れ
た
稽
競
で
あ
る
(
本
論
文
上
九
二
頁
)
。

同
じ
く
十
四
年
四
月
に
は
、

グ
シ
ハ
γ
の
縛
祭
に
、
彼
が
表
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
る
と
(
世
組
貫
録
申
告
一

O
九、

康
照
十
八
年
四
月
に
は
エ
チ
ナ
方
面
の
オ
イ
ラ
ー
ト
額
爾
徳
尼
和
碩
賢
明

Eg-
古
田
』
『
口
氏

、が
ウ
ラ
ト

d
E円
四
方
面
を
掠
奪
し
た
が
、
こ
の

慮
置
に
つ
い
て
も
、
康
照
帝
は
ド
ル
ジ
に
識
し
て
解
決
を
促
し
て
い
勾
(
聖
租
貫
録
倉
八
O
、

一
九
丁
裏
、
表
侍
容
八
二
、
九
了
表
〉
、
彼
が
嘗
時
青
海
タ
イ
ジ
等
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

↓
五
丁
表
〉
。

一
方
彼
は
中
央
チ
ベ

y

ト
に
い
る
長
兄
オ
チ
ル
ハ
ン
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
も
連
絡
が
あ
り
、
度
々
ラ
サ
に
赴
い
て
い
る
が
、
そ
の
と
き

恐
ら
く
、

第
五
代
ダ
ラ
イ
が
彼
に
ダ
ラ
イ
ホ
ン
タ
イ
ジ

- 63ー

青
海
タ
イ
ジ
の
代
表
者
と
し
て
彼
の
地
位
が
一
一
層
明
か
に
示
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。

ロ曲目巳

ρ
o
ロ
m
S
1
k
の
稽
蹴
を
贈
っ
た
の
も

(
Z
2
g・
u
・M
m
叶
)
そ
の
故
で
あ
ろ
う
。
臭
三
桂
の
凱
に
、
臭
は
ド
ル
ジ
に
金
幣
を
贈
興
し
た
が
、

彼
は
遂
に
こ
れ
に
興
し
な
か
っ
た
。
康
照
帝
は
こ
の
と
き
ダ
ラ
イ
の
援
助
で
、
ド
ル
ジ
に
説
得
を
行
な
っ
て
い
る
が
(
聖
租
貿
録
谷
五
四
、

@
 

丁
表
)
、
こ
れ
も
ま
円
海
タ
イ
ジ
に
劃
す
る
ド
ル
ジ
の
政
治
的
影
響
力
の
大
き
さ
を
思
わ
せ
る
一
つ
の
誼
擦
で
あ
る
。

康
回
一
三
十
六
年
に
、
清
廷
は
使
者
を
迭
り
、

ー』ノ、

青
海
ヘ
タ
イ
ジ
を
集
め
て
盟
を
約
し
た
が
、

そ
の
と
き
ダ
ラ
イ
ダ
イ
チ
ン
り
と
巳
円
r
q
W
5
m

吋
的
自
宅

g
m

白

Z
E
g〈
吋
∞
z
b
g
p
Eゲ
『
窓
口
策
旺
阿
刑
布
坦
〉
に
入
朝
を
促
し
た
。
そ
れ
は
ド
ル
ジ
の

⑤
 

子
で
あ
る
か
ら
「
之
を
重
ん
じ
た
」
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
と
き
ド
ル
ジ
は
既
に
死
し
、
ツ
エ
ワ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
の
時
代
と
な
っ
て
い
た
の

(
Hツ
-
ワ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン

で
、
彼
は
自
ら
入
朝
し
た
(
表
停
谷
八
二
、

一
O
丁表)。

ツ
ェ
ワ
ン
は
康
照
四
十
四
年
に
死
し
、

帝
は
そ
の
年
の
五
月
に
遣
官
致
祭
し
(
聖
租
寅

鎌
倉
二
二
一
、
五
丁
表
)
、

343 

、

一
七
丁
表
〉
。

同
時
に
そ
の
子
の
額
爾
克
巴
爾
珠
爾
回
出
品
目

E
Z
5
(〈
巴
唱
曲
ご

vs。
同
)
に
襲
爵
を
許
し
て
い
る
(
聖
組
賞
録
谷
一
一
一
一

@
 

エ
ル
ケ
バ
ル
ジ
ョ
ル
の
死
は
康
照
四
十
五
年
で
、
そ
の
年
の
七
月
に
遣
官
致
祭
さ
れ
て
い
る
(
聖
組
賓
録
谷
二
二
六
、
五
丁
表
)
。
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ポ
ン
ソ
ク
ワ
ン
ジ
ャ
ル
句
E
g
c
r
若
田
ロ
巴
と
〈
匂
ゲ
ロ
ロ
門
的
プ
。
mm

仏

-u
白
ひ
門
的
一
三
L
f
A
m

ポ
ン
ソ
ク
ワ
ン
ジ
ャ
ル
は
、
父
エ
ル
ケ
パ
ル
ジ
ュ
ル
の
後
を
権
い
だ
が
、
郡
王
の
爵
位
は
こ
こ
で
止
め
ら
れ
、
康
照
四
十
六
年
正
月
に
彼
は

多
羅
貝
勃
に
叙
さ
れ
て
い
る
(
要
組
貿
鎌
倉
二
二
八
、
四
了
表
〉
。
ポ
ン
ソ
ク
は
五
十
四
年
に
、
轄
生
し
た
ば
か
り
の
第
七
代
ダ
ラ
イ
、
カ
ル
サ
ン

ω}S--uN包
括

E
B
g
r
o
を
リ
タ
ン
か
ら
西
寧
に
遷
す
の
に
力
を
致
し
(
表
停
車
甘
八
二
、
二
丁
表
)
、
六
十
一
年
に
は
命
を
受

ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ

γ
の
飽
に
は
、
最
初
そ
れ
に
興
し
、
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト

ギ
ャ
ム
ツ
ォ

)
 

l
 

(
 

け
て

シ
ュ

ン
カ
ル
の
侵
入
に
備
え
、
ガ
ス
路
に
駐
防
し
た
。

ネ

l
の
牧
地
を
掠
奪
し
た
り
し
た
が
(
方
略
怨
二
、
濃
正
一
冗
年
七
月
己
卯
の
保
)
、

情
寧
至
る
に
及
ん
で
こ
れ
に
蹄
順
し
、

ク
ノ
ム
チ
ロ
ミ

5
可
(
〈
h
r
g
m
g
m由
〉
ロ
O
自
己
(
吹
刑
克
諾
木
斉
〉
、
ダ
シ
ド

γ
ド
ゥ
ブ
ロ
印
刷
F

号
ロ
円
山
口
ゲ
八
回

F
2
2
仏

O
ロ
∞

2
σ
(札
什

反
凱
寧
の
チ

A

イ
ラ

数
多
布
)
を
ガ
ス
方
面
で
捕
え
た
(
方
略
谷
ご
二
、
難
年
二
年
二
月
丙
寅
の
係
、
表
停
八
二
、

を
授
け
ら
れ
た
が
(
表
同
内
容
八
二
、

二

了
裏
)
。
協
カ
の
故
を
以
て
薙
正
三
年
に
は
礼
薩
克

一
二
丁
表
)
、
西
前
旗
回
旬
開
苫
ロ
冊
目
ロ
ロ
舌
丘
三
ロ
が
こ
れ
で
あ
る
。
牧
地
は
遊
牧
記
で
は
布
塔
河
切
口
官

可
。
。
-
の
南
岸
に
あ
り
、

十
三
排
固
で
は
布
略
河
中
流
南
岸
に
貝
勤
彰
蘇
克
旺
礼
勤
と
標
さ
れ
て
い
る
。

中
華
地
園
集
で
は
、

都
閲
の
湖
の
南

- 64ー

岸
に
あ
る
。

(2) 

ダ
シ
ヅ
エ
リ
ン
ロ
印
刷
F
S
2
一
口
ぬ
八
∞

rEAU-∞
Z
Y由
三
円
J

系

康
照
二
十
九
年
に
、
清
廷
は
ジ
占
ン
ガ
ル
の
ツ
ェ
ワ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
の
所
に
使
者
を
遺
し
た
が
、
そ
れ
が
ま
円
海
で
、
タ
イ
ジ
・
ア
ギ
ロ
ブ
ザ

ン
〉
百
二
。

E
Sロ
m
〈
Z
お
∞
二

)
}
0
5向
。
(
阿
奇
羅
卜
臓
)
な
る
も
の
に
掠
せ
ら
れ
た
。
ダ
シ
ツ
ェ
リ
ン
の
祖
父
薩
楚
墨
爾
根

ω同
凹

ξ04J

①
 

B
2
m
g
は
こ
れ
を
責
め
、
掠
奪
物
を
皆
朝
廷
に
返
し
、
ア
ギ
に
代

っ
て
謝
罪
し
た
(
要
略
倉
九
、
二
四
丁
裏
)
。
彼
は
劉
ガ
ル
ダ
ン
戦
に
は
観
掌

の
計
を
な
し
た
が
、

間
も
な
く
死
し
、

ダ
ヤ
ン

ロ
ミ
白
ロ
(
達
顔
)
が
後
を
縫
い
だ
。

ダ
ヤ
ン
は
康
照
四
十
二
年
八
月
に
入
朝
し
て
お
り
(
聖

組
資
銀
谷
二
二
二
、
四
丁
袈
)
、

五
十
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
は
一
部
の
兵
を
以
て
ツ
マ
イ
ダ
ム
か
ら
ガ
ス
に
通
ず
る
察
宰
賛
老
園

ジ
品
ン
ガ
ル
の
ツ
ェ
ワ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
の
侵
入
に
備
え
た
(
表
停
車
也
八
四
、

。白『白ロ

門戸田

E
Z
に
駐
牧
し
、

を
以
て
彼
は
貝
勤
に
封
、
せ
ら
れ
て
い
る
(
抱
一
一租
貫
録
轡
二
七
つ
、
三

O
丁
袈
〉
。

而
し
て
五
十
五
年
十
二
月
に
功

こ
の
年
に
清
朝
で
は
塞
爾
の
番
族
を
ダ
ヤ
ン
に
轄
せ
し
め
て
い
る

一
丁
表
〉
。



が
(
表
停
容
八
四
、
四
丁
表
〉

塞
爾
は
カ
ム
の
北
方
の
ホ
ル

同
日
の
地
方
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ダ
ヤ
ン
は
五
十
八
年
六
月
に
死
し
〈
聖
租
賞

鎌
倉
二
八
四
、

一
八
丁
表
〉
、

後
は
子
の
ワ
ン
チ
品
ク
ラ
ブ
ダ
ン

'当

g
m
n
z『

E
E
g八
口

g
p回

以

}
q
a
g
σ
F
gロ
が
継
い
だ
(
聖
組
貫
録
単
位

二
八
五
、

一一丁一一義〉。

ワ
ン
チ
ュ
ク
ラ
ブ
ダ
ン
は
康
照
六
十
一
年
に
死
ん
だ
が
子
が
な
く
、
こ
れ
に
乗
じ
て
西
前
旗
の
ポ
ン
ソ
ク
ワ
ン
ジ
ャ
ル
は
ダ
ヤ
ン
の
所
領
を

奪
お
う
と
し
た
。
ダ
ヤ
ン
の
弟
ガ
ル
ダ
ン
ダ
イ
チ
ン
H

ノ
ル
ブ
の
白

E
S
E
-
n
z
m
Z
2
E八
Z
2
ゲ
ロ
(
喝
勤
丹
岱
青
諾
爾
布
)

は
吃
で
後

を
纏
げ
ず
、
そ
の
子
の
十
四
歳
の
ダ
シ
ヅ
エ
リ
ン
が
、
ダ
ヤ
ン
の
未
亡
人
ユ
ム
ツ
ン
モ
け
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ラ

J
p
g
同凹ロロヨ

o
g
Eロ
E
E
(玉

@
 

木
楚
木
察
四
十
達
刑
)
の
口
添
え
で
後
を
縫
い
だ
(
表
停
昌
也
八
四
、
五
丁
表
)
。
ガ
ル
ダ
ン
ダ
イ
チ
ン
は
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
乱
に
は
こ
れ
に
附

か
ず
、

ポ
ン
ソ
ク
ワ
ン
ジ
ャ
ル
と
清
軍
を
迎
え
て
賊
の
チ

A

イ
ラ
ク
ノ
ム
チ
を
迫
撃
し
て
功
あ
り
、

回
山
貝
子
の
位
を
授
け
ら
れ
た
(
方
略
容

一
四
、
落
正
二
年
五
月
壬
戊
の
篠
)
。

そ
の
後
権
者
は
嘗
然
ダ
シ
ツ
ェ
リ
ン
で
あ
る
が
、
彼
は
既
に
康
照
六
十
一
年
に
固
山
貝
子
に
な
っ
て
い
る
。

ガ
ル
ダ
ン
ダ
イ
チ
ン
の
夫
人
は
雨
方
の
粂
襲
を
請
う
た
が
、

は
、
ダ
シ
ヅ
エ
リ
ン
を
貝
勤
に
陸
せ
、

理
藩
院
は
、

モ
γ
ゴ
ル
に
雨
世
爵
を
襲
う
例
が
な
い
と
し
た
。

そ
こ
で
朝
廷
で

- 65ー

丁
裏
〉
。

世
襲
し
て
替
る
こ
と
な
い
の
を
許
し
た
(
方
略
省
一
七
、
潅
正
五
年
九
月
庚
申
の
係
、
世
宗
賓
録
容
六
一
、
六

し
か
し
九
年
に
は
ト
ル
ゴ

l
ト
の
ノ
ル
ブ
の
反
凱
に
加
措
し
、
貝
勤
の
爵
位
を
反
さ
れ
た
(
表
停
車
也
八
四
、
五
丁
表
)
。

こ
の
旗
は
西
後
旗
∞
号
呉
ロ
ロ
宮
司
F
P
H
A
。
丘
三
口
で
、
牧
地
は
遊
牧
記
で
は
柴
集
河
(
現
在
の
恵
渠
)
に
跨
る
と
い
う
が
、
十
三
排
聞
で
は
柴

集
必
並
の
注
ぐ
達
布
遜
神
爾
の
西
に
、
貝
勤
達
顔
の
牧
地
が
標
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
や
は
り
柴
集
河
に
跨
る
方
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。

ω
イ
シ

1
ド
ル
ジ
ャ
ブ

J
p
r
-
ι
2
Yゲ
〈

Jへ巾

m
g
E
2
件
苫
宮
系

イ
シ
1

ド
ル
ジ
ャ
ブ
は
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
乱
の
際
に
こ
れ
に
附
く
こ
と
な
く
、

落
正
三
年
に
札
薩
克
一
等
台
士
口
を
授
け
ら
れ
た
(
表
侍

札
薩
克
の
繕
承
に
つ
い
て
は
表
俸
の
惇
与
え
る
と
こ
ろ
は
少
し
く
暖
味
で
あ
る
。
ビ
チ
ハ
ン
ツ
エ
リ
ン

E
n
q
S
S
R
-ロぬ

(
畢
斉
四
十
車
凌
)
は
イ
シ

1
ド
ル
ジ
ャ
ブ
の
子
で
あ
る
が
、
次
の
バ
ル
ジ
ュ
ル
切
白
]
吉
岡
八
口
官
ご

u
S
2
(巴
勤
珠
勤
)
に
つ
い
で
ま
た
従
叔

と
こ
ろ
で
こ
の
同
名
者
が
同
一
人
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
前
代
の
ビ
チ
ハ
ン
ツ
占
リ
ン
は
病
を
以

各
八
八
、
五
丁
表
)
。

345 

ビ
チ
ハ
ン
ツ
エ
リ
ン
が
出
て
く
る
。
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て
罷
め
(
表
仰
各
八
八
、
五
丁
表
)
、

ハ
ル
ジ
ュ
ル
が
後
を
襲
っ
た
と
い
う
。

と
す
れ
ば
パ
ル
ジ
占
ル
は
ビ
チ
ハ
ン
ツ
ェ
リ
ン
の
同
輩

「
嗣
子
」

ビ
チ
ハ
ン
ツ
ェ
リ
ン
の
養
子
の
形
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
パ
ル
ジ
ュ
ル
の
後
に
再
び
ビ
チ
ハ
ン
ツ
ェ
リ
ン

が
纏
い
で
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
に
な
る
。
遊
牧
記
は
こ
の
系
譜
の
陵
昧
さ
に
気
が
つ

い
た
の
か
、
イ
シ
1
ド
ル
ジ
ャ
ブ
以
外
の
人
名
は
何
等

記
し
て
い
な
い
。
こ
の
旗
は
北
左
末
旗
。
ミ

E
二
mmロ
ロ
『
民
主
呉
古
田
一
三
ロ

で
、
そ
の
牧
地
は
遊
牧
記
で
は
、
十
三
排
固
に
よ
っ
て
、
貝

勤
達
顔
の
牧
地
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
十
三
排
園
そ
の
も
の
に
は
何
等
記
す
と
こ
ろ
な
く
、
中
華
地
園
集
で
は
ブ
ゲ
河
の
上
流
北
側

行
の
も
の
の
子
で
あ
り
、

に
旗
名
を
標
し
て
い
る
の
が
正
し
い
の
か
も
知
れ
ぬ
。

右
の
三
旗
の
所
在
か
ら
考
え
て
、
ト
ル
ジ
の
牧
地
は
、
ブ
ゲ
河
北
岸
か
ら
柴
集
河
に
か
け
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

(
七
)

ホ
ル
ム

シ
の
系
統

表
俸
巻
八
一
、

四
丁
表
に
、

瑚
噌
木
什
瞬
額
爾
徳
尼
岱
主
円
、
震
礼
薩
克
貝
子
丹
巴
、
台
吉
色
卜
騰
博
碩
克
固
二
旗
組
。

と
あ
る
が
、
系
園
は
第
八
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一1

根
礼

(
北
右
翼
旗
)

丁
恰
坦
巴
耐
溺

r遼
什
惇
多
布
H
車
凌
惇
多
布

1
丹
巴
!
沙
克
都
爾
札
布
|
草
爾
登
多
爾
済

瑚
櫓
木
什
|
一

【
一
一
】
門
凹
】

丁
遼
繭
巴
|
鴎
雨
車
木
伯
勧
|
車
凌
惇
多
布

一

【三】

(
西
右
認
後
旗
〉

【五】

「
衆
回

4
1色
布
騰
簿
碩
克
闘
l
車
凌
多
繭
務
羅
卜
裁
車
凌
巴
勅
珠
爾
|
晦
勅
丹
丹
忠

「
丹
巴

〔
第
八
表
註
〕

〔
一
〕
ゲ
ン
ジ
ャ
の
E
M
Y
r
八
U
問
。
『
同
一

E
M
Q
)

〔
一
己
タ
ル
パ
、『俗ユ高八、
H
，
rE-
唱
悩

〔
=
己
ピ
ン
ト
ゥ
回
E
m
z

〔
四
〕
ガ
ル
チ
ョ
ン
パ
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第八表

〔ホノレムシの系統〕



ル
、
ガ
ル
不
明
、
或
は
ガ
ル
ダ
ン
の
誤
か
。
チ
ョ
ン
パ
ル
は
の
o三
口
「
と
〈
の
r
s
f百
四
回
己
〔
五
〕
ツ
ェ
リ
ン
ド
ル
ジ
吋
百
円
山
田
m
L
2
U
八、
H
，
MVO
ユb

HιoH守
〔
六
〕
シ
ャ
ク
ド
ル
ジ
ャ
ブ
山
由
1
0
H』創『〈回出リ
E
m
邑
OH
臼
』
門
司
副
官
〔
七
〕
ロ
ブ
ザ
ン
ツ
ェ
リ
ン

For仏国曲ロ
m
Z
2
5
m八回
z
r
g
b

zro
江
島
〔
八
〕
ツ
ェ
ル
テ
ン
ド
ル
ジ
斗
お
円
件
。
口
品
R
K
〈、『回目
Hor己
陶
ロ
円
《
目
。
ュ
。
〔
九
〕
パ
ル
ジ
ュ
ル
ロ
巳
百
円
八
口
冨
-
f
r
u
E『

〔一

O
〕
ガ
ル
ダ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
t
L
E
E三
宮
八
口
官
f
E
g
g
gロ
玄
白
E

ホ
ル
ム
シ
は
順
治
六
年
十
月
に
、

河
西
の
回
数
徒
米
刑
印
、

丁
園
棟
の
反
凱
に

兄
の
オ
ン
ボ
と
と
も
に
清
箪
を
助
け
、

西
寧
城
を
招
降

月
に
は
遣
使
朝
貢
し
(
聖
租
貫
録
単
位
二
四
、

一
五
丁
表
)
、
二
十
四
年
に
は
自
ら
入
朝
し
た
(
要
略
各
九
、

一
四
丁
裏
〉
。
康
照
二
十
三
年
二

一
七
丁
表
、
表
停
谷
八
五
、
一
丁
裏
)
。
劃
ガ

し
、
功
を
以
て
巴
園
爾
額
爾
徳
尼
戴
車
円
切
呉
三
5

2

r
巳

E
1
n
E
m
の
稿
読
を
受
け
た
(
世
租
貫
録
容
四
六
、

ル
ダ
ン
戦
の
と
き
も
清
軍
を
助
け
た
が
、
凱
の
定
ま
ら
な
い
う
ち
に
浸
し
た
(
表
停
翁
八
五
、

一丁一裏)。

そ
の
子
の
ハ
ダ
ン
バ

l
ト
ル

O
白
骨
ロ

Z
E
Z同
(
恰
丹
巴
園
繭
)
も
病
の
た
め
、
三
十
六
年
の
諸
タ
イ
ジ
の
入
朝
に
参
加
で
き
ず

(要
略
倉
一

O
、
二
一
丁
表
)
、

四
十
四
年
に
卒
し
た

- 67一

(
表
停
各
八
五
、
二
丁
表
〉
。

次
の
ダ
シ
ド
ン
ド
ゥ
ブ

ロ印刷
F

円山
Oロ門吉
σ
〈回目円
E
l
m
-∞
LOロ
ぬ
円
三
)

に
至
つ
て
は
じ
め
て
、

他
の
八
タ
イ
ジ
の
例

に
な
ら
い
、
輔
園
公
の
位
を
授
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ま
た
若
く
し
て
卒
し
、
嗣
は
絶
え
た
(
表
停
巻
八
五
、
二
丁
裏
〉
。

康
照
五
十
七
年
に
は
、

ジ
品
ン
ガ
ル
の
ラ
サ
侵
入
に
閲
し
て
、
朝
廷
は
諸
タ
イ
ジ
に
援
兵
を
出
さ
せ
た
が
、
こ
の
と
き
ツ
ェ
リ
ン
ド
ン
ド
ゥ

ブ
叶
∞
2
5
m
合ロ門田口
σ
〈
叶
印
rm
ユ
ひ
仏

Oロ
m
z
r
(車
凌
惇
多
布
)
の
母
チ
ョ
ク
ラ
イ
ナ
ム
ジ
ャ
ル
の
O『
E

E

B
」
と
〈

E
H
3
m回
目
白
印
円
E
B

同mu『
由
一
が
、
所
属
の
兵
寓
を
出
し
て
従
軍
を
願
い
、

五
十
九
年
の
清
軍
の
入
顕
に
は
ま
た
糧
食
を
多
量
に
献
上
し
た
。
六
十
一
年
に
母
子
は
入

薙
正
元
年
に
は
そ
の
功
に
よ
っ
て
ツ
ェ
リ
ン
ド
ン
ド
ゥ
ブ
に
多
羅
貝
勤
が
授
け
ら
れ
た
(
方
略
省
二
、
落
正
元
年
正
月
壬
辰
の
係
、
世
宗

朝
し

貫
録
谷
三
、
三
二
丁
表
)
。

こ
の
と
き
青
海
の
タ
イ
ジ
等
は
大
な
り
小
な
り
封
賞
を
興
え
ら
れ
た
が
、

ツ
ェ
リ
ン
ド
ン
ド
ゥ
ブ
の
そ
れ
は
異
敷
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
範
に
は
、
最
初
こ
れ
に
加
携
し
た
が
、
清
軍
が
出
動
し
た
と
き
、
母
の
チ
ョ
ク
ラ
イ
ナ
ム
ジ
ャ
ル
は
ツ
ェ
リ
ン
ド
ン

347 

ド
ゥ
ブ
及
び
属
下
を
連
れ
て
降
服
し
た
(
世
宗
貫
録
各
二
ハ
、
三
二
丁
表
)
。

つ
い
で
ツ
ェ
リ
ン
ド
ン
ド
て
フ
は
大
軍
に
従
い
、

ロ
ブ
ザ
ン
の
一
味
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ダ
ン
ジ
ン
ロ

g
tロ
〈
∞
凹
宮
口
一
五
色
ロ

(
丹
津
〉
を
檎
え
て
献
じ
、

四
、
潅
正
二
年
五
月
壬
戊
の
係
、
世
宗
貫
録
省
二

O
、
二
六丁一袋)。

そ
の
功
を
以
て
貝
勤
よ
り
貝
子
に
降
等
さ
れ
る
だ
け
で
終
っ
た
(
方
略
各

)
 

1
 

(
 

。タ
ン
パ

。白sr国
八
∞
∞
冨
口
同
区
系

ツ
ェ
リ
ン
ド
ン
ド
ゥ
ブ
に
は
子
が
な
か
っ
た
の
で
、

ピ
ン
ト
ゥ
の
衣
子
ダ
ン
パ
が
こ
の
後
を
糠
ぎ
、

権
推
正
三
年
に
礼
薩
克
と
な
っ
た

(表
侍

各
八
五
、
三
丁
一
き
。
北
右
翼
旗

0
0
1
z
z
z
E口
百
円

A
O
丘
三
ロ
が
こ
れ
で
あ
る
が
、
牧
地
は
遊
牧
記
で
は
青
海
の
北
岸
で
あ
り
、
十
三
排

固
で
台
吉
策
凌
敦
多
布
と
標
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

(2) 

セ
ブ
テ
ン
ボ
シ
コ
ク
ト

r
z
g
r
o
Eコ
ロ
系

彼
は
は
じ
め
閑
散
台
士
口
で
あ
っ
た
が
、

れ
た
(
表
停
各
八
八
、
七
丁
表
)
。

ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
乱
に
際
し
、
こ
れ
に
付
か
ず
、
潅
正
三
年
に
礼
薩
克
一
等
台
吉
を
授
け
ら

西
右
翼
後
旗
即
日
ミ
ロ
ロ

E

E

『
5
E円
G
O
M
ユE
A

O

巴
『
ロ
ロ
が
こ
れ
で
、
牧
地
は
遊
牧
記
で
は
柴
達
木
河
に

- 68ー

跨

っ
て
お
り
、
中
華
地
園
集
で
は
ツ
ァ
イ
ダ
ム
河
の
注
ぐ
塞
魯
遜
湖
穴

g
Zロ
ロ
恒
三
円

の
南
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
雨
旗
は
、

一
方
は
ツ
ァ
イ
ダ
ム
河
口
と
か
な
り
離
れ
て
存
在
し
、
ホ
ル
ム
シ
時
代
の
本
擦
が
何
れ
か
は

ホ
ル
ム
シ
が
河
西
の
回
数
徒
討
伐
に
功
績
あ
り
、
ま
た
西
寧
城
を
降
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
青
海
北
岸
の
方
、
が

一
方
は
車
両
海
北
岸
、

決
定
し
が
た
い
が
、

も
と
も
と
の
牧
地
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
尤
も
こ
れ
は
一
つ
の
推
測
で
あ
る
。

(
八
)

サ
ン
ガ
ル
ジ
ャ
の
系
統

表
侍
巻
八
て

四
丁
表
に
、

桑
嶋
爾
札
披
伊
助
登
、
震
札
薩
克
貝
子
索
諾
木
達
什

一
旗
租
。

と
あ
り
、
表
俸
そ
の
他
に
よ
っ
て
系
園
を
作
る
と
第
九
表
の
ご
と
く
な
る
。

サ
ン
ガ
ル
ジ
ャ
と
そ
の
子
の
塔
薩
博
羅
特
に
つ
い
て
は
、
中
園
側
に
は
殆
ど
史
料
が
な
い
。



一1
敦
多
布
達
什

一

(

北

左

翼

旗

)

〔

一

凶

桑
鴎
爾
礼
|
塔
薩
博
羅
特
|「
索
諾
木
達
什
|1
鳴
爾
丹
敦
多
克

(
伊
勅
登
)

一T
鴎
爾
丹
旺
礼
勅

一

〔

三

】

〔

回

〕

「
葬
需
」

|
羅
ト
難
色
布
騰
-

一

門

五

】

【

六

】

一
巴
勤
務
特
|
投
札
布

第九表

〔芸品カ川ヤの〕

〔
第
九
表
註
〕

〔
ニ
ガ
ル
ダ
ン
ド
ン
ド
ゥ
ブ
、
敦
多
克
と
あ
る
が
敦
多
布
に
解
す
る
。
の
と
品
自

ι
g
E
r
〈
ロ
官
f
E
g
ι
。ロ

m
g
r

〔
一
己
ガ
ル
ダ
ン
ワ
ン
ジ

ャ
ル
の
と
ι自
司
自
色
色
〈
口
問
ω
f
z
g
ι
r包
『
問
可
白
-
〔
一
一
一
〕
マ
ン
ナ
イ
冨
E
mロ
巳
〔
四
〕
ロ
ブ
ザ
ン
セ
ブ
テ
ン
戸
。
r
L
S口
問
印
。
r
gロ八

回

z
r
g
p
z
r
o
F
Z
E

〔
五
〕
不
明
〔
六
〕
一
フ
ジ
ャ
ブ
戸
と
ω『
〈
戸
町
民
共
可
白
Z

ソ
ノ
ム
ダ
シ

ω。ロ
O
B
弘
同
医
〈
切
印
。
仏
ロ
由
自
由
ゲ
r
s
t凹
系

康
照
三
十
六
年
に
青
海
タ
イ
ジ
が
内
附
し
た
と
き
に
は
、

(1) 

避
痘
の
た
め
入
観
し
な
か
っ
た
(
要

- 69一

ソ
ノ
ム
、
タ
シ
兄
弟
は
幼
少
で
あ
っ
た
の
で
、

ド
ン
ド
ゥ
ブ
ダ
シ
ロ
。
ロ
仏
ロ
ゲ
円
宮
町
〈

ロ0
ロ
∞
門
口

σ
F
z
t凹
(
敦
多
布
達
什
)

1

五
十
九
年
の
ジ

L

ン
ガ
ル
の
ラ
サ
侵
入
の
と
き
に
は
、

後
ダ
ラ
イ
の
入
臓
に
は
こ
れ
を
護
衛
し
て
清
軍
と
行
動

略
谷
一

O
、
二
一
丁
表
、
表
停
容
八
五
、
五
丁
表
)
。は

ツ
ァ
イ
ダ
ム
に
駐
し
、
清
軍
と
協
力
し
、

を
共
に
し
た
。
こ
の
功
で
鎮
園
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
(
方
略
各
二
、
落
正
元
年
二
月
己
亥
の
篠
)
、

間
も
な
く
渡
し
た
。

ロ
ブ
ザ
ン

J

ダ
ン
ジ
ン
の

凱
に
は
、
そ
わ
弟
の
ソ
ノ
ム
ダ
シ
は
ロ
ブ
ザ
ン
の
隣
牧
で
あ
っ
た
の
で
忽
ち
檎
え
ら
れ
た
が
、
脱
走
し
て
清
軍
に
投
じ
、

活
躍
し
、
固
山
貝
子
に
謹
ん
だ
(
方
略
巻

一
二
、
落
正
元
年
十
一
月
辛
卯
の
係
〉
。

牧
地
は
遊
牧
記
に
、

東
至
暗
則
諾
爾
、
南
至
科
爾
魯
克
、

西
至
富
果
園
爾
、
北
至
伊
克
柴
達
木
。

349 

と
あ
る
か
ら
、
十
三
排
固
に
布
隆
吉
爾
津
爾
切
己

gmm-H
ロ
呉
日
の
南
、

ツ
ア
イ
タ
ム
方
面
で

北
左
翼
旗

0
0
1
z
y
m
E
E円
古
田

F
Eロ
が
そ
れ
で
、

そ
の

暗
刑
津
見
。
白
日
ロ
呉
日
と
胡
魯
魯
津
見
。
ロ
ユ
ミ
ロ
白
百
円
の
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聞
の
公
敦
多
布
達
什
と
あ
る
所
で
あ
ろ
う
。

で
(
表
停
出
世
八
五
、
五
丁
袈
)
、
多
分
前
者
の
放
を
以
て
で
あ
ろ
う
。

公
と
い
う
の
は
、

彼
が
康
照
四
十
四
年
に
輔
園
公
、

務
正
元
年
に
鎮
園
公
に
菅
ん
で
い
る
か
ら

(
九
)

ダ
シ
パ

l
ト
ル
の
系
統

先
に
屡
々
燭
れ
た
ご
と
く
、
謝
ガ
ル
ダ
ン
戦
の
の
ち
、
康
照
帝
は
青
海
タ
イ
ジ
等
を
入
朝
せ
し
め
ん
と
し
た
。
こ
れ
に
鷹
じ
、
ダ
シ
パ

l
ト

ル
等
は
、
康
照
三
十
六
年
四
月
に
入
朝
せ
ん
と
し
た
が
、
時
期
的
に
炎
暑
の
候
に
か
か
り
、
帝
自
身
も
そ
の
頃
寧
夏
に
駐
留
し
て
い
た
た
め
、

秋
に
来
朝
す
る
こ
と
を
命
じ
た
(
朔
漠
省
四
二
、
三
三
了
表
、
聖
租
資
銀
各
一
八
二
、
二
七
丁
表
、
要
略
省
一

O
、

一
二
了
表
)
。
十
一
月
に
な
っ
て
、
ダ

シ
パ

l
ト
ル
は
青
海
の
諸
タ
イ
ジ
を
率
い
て
京
師
に
入
現
し
た
(
要
略
倉
一

O
、

の
子
で
生
き
て
い
た
の
は
彼
だ
け
で
あ
り

い
わ
ば
一
族
の
長
老
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
丁
裏
)
。
蓋
し
彼
が
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
嘗
時
グ
シ
ハ
ン

清
廷
で
は
彼
を
厚
遇
し
、

翌
年
正
月
に
親
王
の

位
を
授
け
た
(
朔
漠
径
四
七
、

一
丁
表
、
聖
組
貫
録
谷
一
八
七
、
二
丁
裏
〉
。

一
方
彼
は
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
と
も
親
し
く
、

一
六
七
四
、

八

O
、
九
O

- 70ー

年
に
は
自
ら
タ
シ
ル
ン
ポ
を
訪
れ
て
お
り
、
他
の
場
合
に
も
使
者
を
麗
冗
迭
っ
て
い
る
。

一
六
七
八
年
(
康
照
三
十
六
年
)
に
も
使
者
を
迭
っ
た

の
は
、
北
京
に
自
ら
赴
い
た
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

チ
ベ
ッ
ト
側
へ
の
了
解
工
作
は
充
分
に
行
な
っ
て
の
行
動
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

@
 

八
十
二
歳
で
あ
っ
た

(
Z
0
5・
司

-
M

∞N
)
。

彼
が
世
を
去
っ
た
の
は
康
照
五
十
三
年
(
一
七
一
四
)
で
、

淫
什
巴
岡
商

品提

ト
;熔
丹
津

I I 
察己
主F 朗
額
布
根

第
十
表

〔
ダ
シ
パ
ー
ト
ル
の
系
統
〕

そ
の
牧
地
に
つ
い
て
は
明
記
は
な
い
が
、

倉一

O
、
三
三
了
表
)
、

子
の
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
チ
ャ
ガ

γ
ダ
ソ
ジ
ン
や
ダ
ヤ
ン
と
と
も
に
右
翼
を
領
し
た
し
(
要
略

前
に
南
左
翼
次
旗
の
説
明
の
と
こ
ろ
で
、

そ
の
牧
地
が
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
か

ら
ハ
本
論
文
上
九
八
頁
〉
、

柴
集
必
詑
の
上
流
ダ
ブ
ス
ン
ノ
!
ル
あ
た
り
と
見
て
よ
い
と
思
う
。

勿
論
こ
の
系
統
は
礎
知
正
元
年
の
ロ
ブ
ザ

γ
ダ
ン



⑮
 

ジ
ン
自
身
の
反
範
の
た
め
清
朝
の
討
伐
を
受
け
、
青
海
か
ら
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
本
人
は
ジ
品
ン
ガ
ル
に
逃
れ
て
能
生
を
保
っ
た
が
、
乾

隆
二
十
年
の
封
ジ
ュ

γ
ガ
ル
戦
争
の
と
き
に
捕
わ
れ
、
京
師
に
謹
選
さ
れ
て
死
一
樟
一
寸
を
減
ぜ
ら
れ
た
。
子
二
人
あ
り
、
バ
ラ
ン

回
日
目
的
(
巴

@
 

朗
)
と
チ
ャ
ガ
ン
エ
ブ
ゲ

γ
の
呉

g
o
v
z
g
ハ
察
牢
額
布
根
)
と
い
っ
た
が
、
と
も
に
内
蒙
古
正
賞
旗
に
つ
け
ら
れ
、
賞
給
さ
れ
た
。

四

そ
の
他
の
諸
部
の
系
統

青
海
に
は
グ
シ
ハ

γ
以
外
の
ホ
シ
ョ
ト
も
二
系
統
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
チ
ョ
ロ
ス
、
ホ
イ
ト
、

が
ら
存
在
し
た
。
参
考
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
記
し
て
お
き
た
い
。

ト
ノレ

コ

ト

以
上
八
タ
イ
ジ
と
そ
の
系
統
及
び
根
接
地
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
家
は
す
べ
て
グ
シ
ハ
ン
系
の
ホ
シ
ョ
ト
族
で
あ
っ
た
。

ハ
ル
ハ
の
諸
部
族
が
小
規
模
な

〈

一

)

ハ
ナ
ク
ト
シ
エ
ト
ゥ
の
系
統

し
か
し

ハ
ナ
ク
ト
シ
エ
ト
ゥ

0
2呉
昌
己
苫
昆
(
暗
納
克
土
謝
園
)
は
グ
シ
ハ
ン
の
兄
で
、
そ
の
子
孫
の
系
聞
は
第
十
一
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

-71-

恰
納
克
土
謝
園

I I 

葉-言
爾=達
一頼

烏
巴ー

守二
I I 
墨画
爾瑚
根爾
五億【縛
t立当克

ー圏

I I I I 

:tL借ー達塔
木ー格汽木爾
揚足|ー巴巴

]車宗達額
凌51爾【爾
納昌務天克ー
木空|】 肖
宇L:;:r:巴一
勃)草色ー
11 丹戸;
巴
鞠
.丹

達
什
車
イ白一
勤当

第十一表

〔772ネ釘〕

〔
第
十
一
表
註
〕

〔
一
〕
ピ
ン
ト
ゥ
ダ
ラ
イ
ウ
パ
シ
回
目
m
B
L
曲
目
白
一
口
『
弘
山
〔
一
己
ホ
ン
ゴ
ル

O
O
国
間
ち
『
〔
=
一
〕
メ
ル
ゲ
ン
マ
ラ
冨
2
m
m
回
目
白
Z

〔
四
〕
タ

ル
パ
エ
ル
ケ
吋
〆
忌
ω
(
八、
H
，Y
釦
門
司
る

2
r。
〔
五
〕
ダ
ン
パ
ダ
ル
ジ
ロ
曲
B
r白
血
自
己
〈
回
三
曲
ロ
司
白
色
己
認
可
印
刷
〔
大
〕
セ
ン
ゲ

ω。国間問。八
ω0島

問
。
〔
七
〕
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
』
国
吉
司
自
問
〈
E
V
B
L
r
E
Z

〔
八
〕
パ
ル
ダ
ソ
切
と
品
曲
目
〈
り
田
昌
ご
ι同
国
〔
九
〕
ダ
シ
チ
ョ
ン
バ
ル
ロ
&
-
8
1
B
rと

八回
r円
印
刷
山
田

n
r
o
m
Z
U
F
O
-

351 
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ハ
ナ
ク
ト
シ
エ
ト
ゥ
が
何
時
青
海
に
入
っ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
兄
グ
シ
ハ
ン
と
行
動
を
と
も
に
し
て
遷
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ

ぅ
。
順
治
十
四
年
四
月
に
、

「
厄
魯
特
の
縛
克
固
台
吉
」
が
入
貢
し
て
い
る
が
(
世
租
貫
録
容
一

O
九
、
四
丁
裏
)
、

チ
司
ク
ト
ゥ
、
H
，

E
『己

8
コ
ロ
(
閏
瑚
爾
縛
克
固
)
で
あ
れ
ば
、
既
に
こ
の
頃
は
青
海
に
住
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

」
れ
が
ハ
ナ
ク
の
孫
ト
ホ
ル

)
 

1
 

(
 

ツ
ェ
リ
ン
ナ
ム
ジ
ャ
ル
叶
∞
2
5
m
ロ
回
目
』
丘
〈
吋
印

r
m
-
P
E田
B
H
m
u
N釦
]
系

一
フ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
凱
の
と
き
、
ト
ホ
ル
チ
ョ
ク
ト
ゥ
の
孫
ツ
ェ
リ
ン
ナ
ム
ジ
ャ
ル
(
車
凌
納
木
札
勤
)
は
誘
わ
れ
で
も
こ
れ
に
付
か
ず
、

⑫
 

牧
地
を
掠
奪
さ
れ
た
。
薙
正
三
年
に
清
朝
で
は
公
中
札
薩
克
二
を
設
け
、

一
を
ハ
ル
ハ
族
、

一
を
ホ
シ
ョ
ト
の
彼
と
し
た
。
薙
正
八
年
に
も
ジ

回
包
含
ロ
〈
ロ
唱
曲
二
仏
曲
ロ
(
巴
勤
丹
)

ュ
ン
カ
ル
の
掠
奪
を
受
け
、
京
師
に
い
た
ま
ま
で
死
し
、
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
帝
は
従
弟
の
バ
ル
ダ
ン

に
後
を
縫
が
せ
た
(
表
附
伸
容
九
O
、
一
丁
哀
)
。
こ
の
旗
は
西
右
翼
中
旗
∞
常
兵

g
g
z
Eロ
百
円
払

O
B
E
ρ
o
m守
口
口

で
、
牧
地
は
遊
牧
記
に

よ
れ
ば
、
柴
達
木
河
に
跨
っ
て
、
東
は
西
右
翼
後
旗
界
に
接
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
西
右
翼
後
旗
の
西
側
に
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
華

- 72一

地
圃
集
で
は
震
魯
遜
湖
問
。
-
印

5

5『
日
の
西
南
に
存
在
す
る
。

(一一)

セ
レ
ン
ハ
ダ
ン
バ

l
ト
ル
の
系
統

表
停
巻
八
一
、

四
丁
一
呉
に
は
、

顧
買
汗
弟
色
稜
恰
丹
巴
固
雨
、
蹴
札
薩
克
陀
音
、
魚
札
薩
克
台
士
口
暗
爾
喝
斯
一
旗
組
。

と
あ
る
が
、

セ
レ
ン
ハ
ダ
ン
バ

l
ト
ル

ω
2
2
m
』邑
E
Z
E
E円
(
色
稜
恰
丹
巴
園
爾
)
の
系
譜
は
第
十
二
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

セ
レ
ン
も
青
海
に
何
時
選
っ
た
の
か
は
明
か
で
な
い
が
、

崇
徳
八
年
に
は
来
朝
し
て
お
り
(
太
宗
貫
録
谷
六
回
、
七
了
裏
、

一
O
丁裏)、

順
治

十
二
年
に
は
子
の
ア
リ
ル
ク
サ
ン
ト
イ
ン

〉門戸]己吋印
g
E
1ロ
(
阿
哩
稔
克
三
陀
音
〉
が
駐
馬
を
貢
し
(
世
租
貫
録
容
九
O
、
二
二
丁
重
さ
、
十
一
一
一

年
に
は
そ
の
弟
の
マ
ラ
イ

冨
弘
巳
(
璃
頼
〉
が
遣
使
入
貢
し
て
い
る
(
世
租
貫
録
倉
九
九
、
六
丁
裏
)
。

十
七
年
に
は
ア
リ
ル
ク
サ
ン
は
弟
の
モ

ジ
ラ
ク
富
。
。
』
即
日
『
(
茂
済
刑
克
)
と
と
も
に
自
ら
入
貢
し
て
お
り
(
世
租
貫
録
各
二
三
ニ
、
三
丁
裏
、
表
侍
宕
八
七
、
六
丁
裏
〉
、
こ
れ
ら
の
事
買
を



-
特
爾
衰
(
額
爾
徳
尼
運
台
士
口
〉

淫額阿
爾ー爾里
璃語徳禄
ー尼克
陀円三
音=陀

ー音

〔

回

〕

多
札
鳥
巴
什

恰
奈
員右

顔
供
郭
爾

I I 
(色顧
干し稜 貫
薩恰 汗
克丹
陀巴
音箇
)爾

工場
額

I 
烏【畢庫茂
善対剰木済

】納什一瞬d

淫ー庫試克伶]十(
日合西

爾套
鴎震
斯旗

吹公
忠格
:fL_車ー
布当 凌出

伊
思
丹
津

第十二表

[セレンハダンパートノレの系統〕
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〔
第
十
二
表
註
〕

〔
二
タ
ル
ゴ
ン
斗
ω
認
可
。
口
(
開
門
品
。
巳
』
O

ロ
m
g
u、
と
山
)
己
己

t

ル
デ
-
一
ト
イ
ン
】
W
L
o巳

guユ
ロ
〔
=
己
ダ
ル
マ
ロ
ミ
自
ω
〈
O
R
白
血
(
頑

健
な
者
)
〔
四
〕
ド
ジ
ャ
ウ
パ
シ
ロ
。
E
E
r印
刷
F

〔
五
〕
ク
ム
シ
ク
国
内
E
S
E
-
r
z

〔
占
ハ
〕
ビ
ラ
ナ
タ
シ
、
同
文
志
省
一

O
、
一
一
丁
表
で
は
畢

爾
崎
達
什
∞

-
a
ω
E
r

〔
七
〕
ウ
シ
ャ
ン

C
Uロ
〔
八
〕
ク
ン
ガ
l
ツ
ェ
リ
ン
の
5
m白

Z
2
E
m〈
関
口
口

ι岡与

z
r
o
江
島
〔
九
〕
チ
コ

イ
ツ
ン
ジ
ャ
ブ
の
。
ョ

2
5
3
r
〈
の

r
a
z
Eロ
臼
ご

ω
Z。
青
海
史
四
四
四
頁
に
よ
る
。
東
洋
史
研
究
第
二
九
谷
第
一
競
一
一
八
頁
の
〔
一
九
〕
項

参
照
。

見
る
と
、
セ
レ
ン
は
か
な
り
早
く
か
ら
兄
に
つ
い
て
青
海
方
面
に
遭
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
末
子
の
イ
シ

l
ダ
ン
ジ
ン
ペ
叩
山
町
一
円
目
白

i
z

353 

一
六
丁
一
表
、
各
二

O
、
九
丁
表
)
。

八
J

門
町
南
町
田
宮
門

gfrFHH(伊
思
丹
津
)
の
ご
と
き
は
、
諸
兄
に
匪
迫
さ
れ
て
、
康
照
五
年
八
月
に
衆
蹄
し
、
多
羅
額
樹
と
な
り
、

但
し
内
蒙
古
西
白
旗
に
隷
せ
ら
れ
(
聖
租
貫
録
省
二

O
、
九
丁
表
〉
、
後
罪

を
賜
わ
っ
て
い
る
(
聖
租
質
録
倉
一
九
、

国
産
僕
属
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を
以
て
貝
勤
の
倭
位
を
削
ら
れ
、
三
等
公
に
降
さ
れ
て
い
る
か
ら
(
表
停
各
八
七
、
六
丁
表
)
、
こ
の
系
統
は
青
海
と
は
関
係
が
な
く
な
っ
た
。

)
 

1
 

(
 

ハ
ル
ガ
ス

O
白
兵
器
系

モ
ジ
ラ
グ
の
係
ハ
ル
ガ
ス
(
恰
爾
嶋
斯
)
は
、

け
ら
れ
た
(
表
伸
容
八
七
、
六
了
一裏一
)。

ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
蹴
の
と
き
こ
れ
に
加
措
せ
ず
、
潅
正
三
年
に
礼
薩
克
一
等
台
士
ロ
を
授

西
左
翼
後
旗

切
白
吋
呉
ロ
ロ
守
m
c
ロ
『
白
『

G
C
U『

F
Z
A
0
2
E
ロ
が
こ
れ
で
、
牧
地
は
遊
牧
記
に
よ
れ
ば
、
や

西
は
西
右
翼
後
旗
に
接
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
ツ
ア
イ
ダ
ム
河
の
中
流
域
で
あ
ろ
う
。
中
華
地
園
集
で
も
ツ
ア

イ
ダ
ム
南
岸
に
そ
の
旗
が
置
か
れ
て
い
る
。
現
在
地
園
の
和
碩
特
西
左
后
旗
は
ツ
ァ
イ
ダ
ム
盆
地
の
南
港
で
あ
る
が
、
少
し
く
前
代
よ
り
移
動

は
り
柴
達
木
河
で
あ
る
が
、

し
て
レ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

(

一

二

)

ジ
ョ
ト
パ
パ
l
ト
ル
(
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
)
の
系
統

ジ
ュ
ン
ガ
ル
族
に
は
二
系
統
あ
る
。
表
傍
巻
八
一
、
五
丁
表
に
、

準
同
爾
設
札
薩
克
二
、
其
始
祖
字
汗
:
:
:
〔
子
孫
〕
巴
閏
商
台
士
口
駐
牧
阿
南
台
、
子
十
一
:
:
:
日
卓
特
巴
巴
閏
商
徒
牧
草
円
海
、
震
礼
薩
克

郡
王
色
布
騰
礼
勃
一
一
旗
組
:
:
:
日
卓
哩
克
固
和
碩
斉
、
震
札
薩
克
輔
園
公
阿
則
布
坦
一
旗
組
。

一74-

』

C

門
ゲ
白
(
〈
宮
内

r
a
M
U白
)
Z
E
E円
が
青
海
に
遷
っ
た
事
情
は
衣
の
ご
と
く
で
あ
る
。
パ
l
ト
ル
ホ
ン
タ
イ

ジ
切
呉
巳
E

G

O

ロ
ぬ
宮
司
王
、
が
死
し
、
子
の
セ
ン
ゲ

ω
g
m
m
m
〈
ω旦
官
、
が
纏
い
だ
と
き
、
ジ
ョ
ト
バ
は
兄
の
チ
ェ
チ
ェ
ン

h
m
n
g
と
と

蓋
し
商
人
は
セ
ン
ゲ
の
異
母
弟
で
あ
る
か
ら
で
、

と
あ
る
。
ジ
ョ
ト
パ
バ

l
ト
ル

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
後
援
を
侍
ん
で
蹄
郷
し
、

と
な
っ
た
こ
六
七
二
年
頃
)
。
そ
の
と
き
ジ
ョ
ト
パ
は
逃
れ
て
青
海
に
入
り
、
こ
れ
よ
り
彼
の
系
統
は
青
海
に
往
す
る
こ
と
と
な
っ
た
(
要
略
宕

き⑭2
0 セ

そ二
二函
ジ抗

ZT 
同 x

号雇
32 
ノレ サ・

つ
タ

たン。
カ3

チ
ェ
チ
ェ

γ
を
殺
し
て
自
ら
ジ
占
ン
ガ
ル
王

そ
の
結
果
セ
ン
ゲ
を
劫
殺
し
た
こ
六
七

九
、
九
丁
裏
、
表
待
者
八
三
、

一
丁
表
)
。
そ
の
系
園
は
第
十
三
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。



車
臣

門

五

】

門

司

。

(
南
右
翼
頭
旗
〉
一
|
車
凌
阿
嚇
布
坦
l
索
諾
木
多
爾
済

l
卓
特
巴
巴
圏
爾
l
草
臣
色
布
騰
礼
勤
l
一

門

六
】

門

九

】

「
車
凌
間
勤
木
|
色
布
臆
多
爾一
済

巴
園
爾
海
台
士
ロ

l
ー
信
格

I I 
班同事
選一爾
哩己丹

丹
巴己

車丹一
木津ミ
イ白 】

和
吹
由

五一
布当

徳
哩
巴
紡目
珠一

雨9

第十三表

(私企パパートル)

〔
第
十
三
表
監
〕

〔
一〕
e

ハ
ン
ダ
ル
切
E
L
S八回
ν
『
凶
ロ
弘
司
〔
一
己
ダ
ン
パ
ロ
曲
目
『
中
八
回

Mg口
唱
曲

E
己
ダ
ン
ジ
ン
ロ
曲
目
』
古
八
回
白
神
曲
目
廿
仏
国
』
口
〔
四
〕
チ
ョ

ン
ベ
ル
の
出
回
rhL
八
円ur。
田
宮
w
F
O
戸
〔
五
〕

ツ
ェ
リ
ン

ア
ラ
ブ
ダ
ン

寸
印
。
江
田
向
釦
円
曲
『
《
佐
ロ
八
、『臼
ro
江
b
g
r
rユ
帥
口
〔
六
〕
ツ
ェ
り
ン
ツ

ル
チ

ム
、
闘
動
木
は
間
勤
済
木
の
誤
と
見
な
す
。
同
，

Z
江
田
同
一
広
三
氏
自
〈
斗
任
。
ュ
P
Z
E
-
r
Z
F目
白
〔
七
〕
チ
ョ
イ
チ
ョ
ン
ジ
ャ
ブ
。
。
1
n
g
m』
与
八

。
ro臼師
r
u
B
b
白ruBrω

〔
八
〕
ソ
ノ
ム
ド
ル
ジ

ω
。ロ
O

白
色
。
己
目
八
一
回
国
O
品
目
白
日
阻
止
。
ュ
σ

〔
九
〕
セ
プ
テ
ン
ド
ル
ジ

ω
o
r
zロ
品
。
ユ
』
〈
斗
回
ro

f
gロ
止
。
可
守
〔
一

O
〕
デ
レ
ク
パ
ル
ジ
ュ
ル

ロ
包
括

E
-
Y『
〈
E
o
g何回

ε
ω
-
f
r
u
B円

- 75ー

セ
ブ
テ

γ
ジ
ャ
ル

ω与
芯
ロ
』
己
〈
叶
島
町
}
U
H

窓
口
晶
苫
】
系

ガ
ル
ダ
ン
の
凱
が
鎮
定
さ
れ
た
後
、
清
朝
は
康
照
三
十
六
年
に
青
海
の
諸
タ
イ
ジ
を
招
い
て
入
朝
さ
せ
た
。
し
か
し
そ
の
と
き
ジ
ョ

ト
バ
は

既
に
死
し
、
子
の
セ
ブ
テ
ン
ジ

ャ
ル
は
幼
少
で
あ

っ
た

の
で
入
朝
は
で
き
な
か
っ

た

〈
要
略
倉

一
O
、
二
一
丁
表
〉
。
漸
く
康
照
五
十
一
年
八
月
に

)
 

4
4
 

(
 

来
朝
し
(
聖
組
貫
録
場
二
五

O
、
二
九
丁
表
〉
、

五
十
四
年
に
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
を
リ
タ
ン
よ
り
ク

γ
ブ
ム
に
移
す
の
に
力
を
致
し
た
(
方
略
怨
二
、
康

照
五
十
四
年
四
月
辛
未
の
線
、
容
三
、
周
年
九
月
壬
午
の
篠
)
。
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ

γ
の
範
に
は
ロ
ブ
ザ
ン
に
西
寧
を
掠
取
す
る
こ
と
を
命
、ぜ
ら
れ
た

γ
チ
ャ
ガ

γ

(
南
左
翼
末
旗
)
、

が
従
わ
ず
、
陰
に
使
者
を
遣
し
て
朝
廷
に
賀
情
を
告
げ
た
〈
表
停
車
甘
八
三
、
二
了
表
)
。
礎
知
正
二
年
に
大
軍
が
至
る
と
こ
れ
を
迎
え
、
貝
勤
ロ
ブ
ザ

」
の
観
に
お
け
る
彼
の
態
度
は

一
貫
し
て
親
中

輔
園
公
ノ
ル
ブ
〈
ト
ル
ゴ

l
ト
族
)
な
ど
を
内
附
さ
せ
た
。

園
で
あ
り
、
そ
の
中
心
人
物
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
功
に
よ
り、

廟
議
は
青

海

ジ

ご
J

ガ
ル
を
ホ
シ
ョ
ト
の
隷
下
か
ら
切

離
す
こ
と
を
決
定
し、

薙
正
三
年
に
彼
は
札
薩
克
を
授
け
ら
れ
た
。
順
序
か
ら
い
え
ば
、
既
に
ア
ラ
ブ
ダ
ン
が
ジ
占

ン
ガ

ル
の
札
薩
克
と
な
っ

355 
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南
右
翼
頭
旗
門

U
2
2
m
B
E

E
E
E口
百
円
円

2-mロロ
ρomF
『
己
ロ
が
こ
れ
で
、
牧
地
は
遊
牧
記
に
よ
れ
ば
、
青
海
の
東
南
岸
に
あ
る
と
い
う
が
、
十
三
排
固
で
は
、
ボ
ロ
チ

⑬
 

占

ン

ケ

ク

河

の

上

流

に

台

土

口

色

布

特

札

繭

と

標

さ

れ

る

の

が

そ

れ

で

あ

ろ

う

。

青

海

の

湖

岸

近

傍

に

あ

中
華
地
園
集
で
は

連
源
の
西
南
、

て
い
た
の
で
あ
る
が
(
後
述
本
頁
末
)
、

こ
こ
に
新
に
一
旗
が
増
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
表
侍
容
八
三
、

一
丁
表
)

0

る。

(

四

)

ジ
ヨ
リ
ク
ト
ホ
シ
ョ
チ
(
ジ

Aγ
ガ
ル
部
)
の
系
統

ジ
ョ
リ
ク
ト
ホ
シ
可
チ

H
O
H
q
z
ρ
o
m
F
『
口
口
町
(
卓
哩
克
圃
和
碩
宵
)
も
パ

l
ト
ル
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
子
で
、

ガ
ル
ダ
ン
戦
争
を
避
け
て
兄
の
ジ

ヨ
ト
ハ
パ

l
ト
ル
に
従
っ
て
青
海
に
移
り
、

ホ
シ
ョ
ト
族
に
依
出
向
し
て
レ
た
(
要
略
各
九
、
九
丁
一
義
)
。

そ
の
系
譜
は
第
十
四
表
の
ご
と
く
で
あ

る。

一
班
第
逮

丁
巴
喰
憂
済

卓
哩
克
闘
和
碩
湾
|
一
円
三
〕

丁
都
勅
淫
爾

一

円

四

】

(

北

中

旗

)

「
納
木
奇
礼
木
樽
|
阿
刷
布
坦
那
木
礼
動
車
凌
|
旗
門
歎
特
丹
巴

第十四表

〔3;弘主義〕
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〔
第
十
四
表
註
〕

〔
一
〕
パ
ン
デ
ィ
タ
回
ω
ロ
E
E
〈
目vh広
三
宮

E

〔
一
己
パ
カ
マ
ン
ジ
切
々
曲
目
白
ロ
ピ
(
〈

ω自
ω
ロ
円
守
)
〔
=
一
〕
ド
ル
ダ
ル
ロ
。
-ιR
〈
但
m
g
-

同

r
g
Q
)

〔
四
〕
ナ
ム
ゲ
ジ
ャ
ム
チ
ェ
ン

Z
曲
目
同
O
Y
B
n
o
ロ
〈
の
口
ω
E
E
r
r
白
f
r
u
、
釦
包
聞
の
『
何
回
〔
五
〕
チ
メ
ッ
ト
、
タ
ン
バ
【
U
F

目
。
島
《
目
白
目
「
守
ハ
恒
円
日
比
目
。
仏

Z
Zロ
唱
曲
。
但
し
青
海
史
四
四
四
頁
で
は
司

n
E
s
a
N】白
E
で
あ
る
。

)
 

-
A
 

(
 

ア
ラ
ブ
ダ
ン
〉

E
r
Eロ
〈
列
島
V
Z
Sロ
系

ア
ラ
ブ
ダ
ン
(
阿
刑
布
坦
)
が
札
薩
克
を
授
け
ら
れ
た
の
は
、
他
に
比
し
て
少
し
く
早
い
。
彼
は
康
照
五
十
五
年
に
入
朝
し
た
が
、
そ
の
と



き
礼
薩
克
一
等
台
士
ロ
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
表
停
巻
八
六
、
四
丁
裏
に
は
、

時
遊
牧
青
海
之
和
碩
特
、
土
爾
属
特
、
輝
特
、
曙
爾
曙
諸
台
士
尺
一
皆
未
編
設
旗
陵
、
濁
以
阿
捌
布
坦
領
其
族
、
賜
札
薩
克
職
。

と
あ
り
、
ホ
シ
ョ
ト
以
外
で
は
最
初
に
旗
の
編
成
が
許
さ
れ
た
こ
と
を
俸
え
る
が
、
そ
の
原
因
は
必
ず
し
も
明
か
で
な
い
。
し
か
し
同
書
は
ジ

ご
J

ガ
ル
系
、
が
ホ
シ
ョ
ト
族
と
婚
姻
を
重
ね
て
お
り
、
例
え
ば
チ
ャ
ガ
ン
ダ

γ
ジ
γ
の
弟
ゲ
ン
デ
ル
は
ガ
ル
ダ
ン
の
女
と
婚
し
(
本
論
文
上
一

O

二
頁
〉
、
ア
ラ
ブ
ダ
ン
も
ガ
ル
ダ
ン
の
甥
に
嘗
り
、
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
女
を
要
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
ガ
ル
ダ
ン
戟
手
の
後
も
、
彼
に
加

措
し
な
い
青
海
ジ
ュ
ン
ガ
ル
系
は
車
内
海
で
の
遊
牧
を
許
さ
れ
、
婚
姻
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
い
う
〈
表
停
車
旬
八
六
、
四
了
表
、
要
略
倉
一

O
、
三
五

丁
表
)
。
従
っ
て
ア
ラ
ブ
ダ
ン
は
青
海
で
は
第

一
等
の
ジ
占
ン
ガ
ル
系
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
姻
戚
関
係
に
も
拘
ら
ず
、
ガ
ル
ダ
ン
に
加
指
し
な
か

っ
た
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
飽
に
も
、

を
守
り
、
凱
後
輔
園
公
に
晋
め
ら
れ
た
(
方
略
谷
一
四
、
落
正
二
年
五
月
壬
戊
の
係
、
世
宗
貫
録
谷
二

O
、
二
六
丁
裏
)
。

エ
ル
デ
ユ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
!
と
と
も
に
兵
高
を
率
い
て
青
海
の
牧

こ
の
旗
は
北
中
旗
門
U
2
2
A
0
1
2
E
B
E
A
S吉
岡
ロ
と
稽
さ
れ
、
牧
地
は
遊
牧
記
に
よ
れ
ば
、
青
海
湖
の
西
北
岸
で
あ
る
が
、
東
は
北

右
翼
旗
、
南
は
北
前
旗
、
西
は
北
右
末
旗
に
接
す
る
と
い
う
か
ら
、
西
爾
鳴
必
控
目
ミ
白

-zz
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
華
地

圃
集
で
は
ブ
ゲ
河
の
支
流
ブ
ゲ
イ
ソ
河
の
西
側
に
あ
る
。

-77-

な
お
ア
ラ
ブ
ダ
ン
の
子
ナ
ム
ジ
ャ
ル
ツ
ェ
リ
ン

Z
白
B
E
Z
2
5
m八
M
C岡
田
富
認
可
白
-
z
r
m
H
F
P
(
那
木
札
動
車
凌
)
は
乾
隆
十
五
年
に
チ

同己『

s
a
s
g』
白
】
八
ハ
恒
常
巴
同
ヨ
色
『
ロ
白
同
H
M

吋

mu『
白
】
(朱
爾
歎
特
)

り
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
を
保
護
す
る
功
を
立
て
た
の
で

(表
傍
谷
八
六
、
五
丁
表
)
、
そ
の
名
を
チ
ベ
ッ
ト
史
に
も
残
し
て
い
る
。

ベ
ッ
ト
で
起
っ
た
ジ
品
ル
メ
ト
ナ
ム
ジ
ャ
ル

の
反
凱
の
際
、
ラ
サ
に
至

(五〉

グ
ン
ゲ
(
ホ
イ
ト
部
)
の
系
統
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ホ
イ
ト
族
。
。
三
仏
(
輝
特
)
は
姓
は
イ
ェ
ヘ
ミ
ン
ガ
ン

J
p
r
m
g
z
q
g
で、

輝
特
設
札
薩
克
一
、
其
始
祖
納
木
占
、
再
俸
至
卓
哩
克
園
和
碩
湾
、
矯
礼
薩
克
輔
園
公
貢
格
一
一
旗
租
。

一
系
統
だ
け
で
あ
る
。
表
停
巻
八

て
六
丁
一
長
に
、
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と
あ
る
。
系
譜
は
第
十
五
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

-
呼
里
特
喝

|
唐
古
特

〔

回

〕

卓
哩
克
阿
和
碩
湾
l
第
巴
|
丁
巴
勧
遼
爾

一
〈

南

旗

)

門

さ

門

七

】

門

八

】

丁
貢
格
納
額
十
塔
爾
巴
旺
札
勅
数
多
布
l
逮
捕
吋
説
明

一

門五〕

一l
巴
勤
珠
爾

第十五表

〔クンゲの系統〕

〔
第
十
五
表
註
〕

〔
一
]
デ
パ
ロ
与
ω
八
ωιoHUm凶
合
乙
ホ
リ
ト
カ

O
C
ユ
々
白
〔
三
〕
タ
ン
グ
l
ト
叶
ω
ロ悶『
E
凶
〔
四
〕
パ
ル
ダ
ル
切
と
仏
民
八
口
司
弘
子
山
『
(
吋
〉

〔
五
〕
バ
ル
ジ
プ
ル
回
己
主
『
八
口
官
-
f
Z
2
2ハ
〕
ナ
ハ
ン
タ
ル
バ

Z
3
2
Z
5
ω
〈

za昏
包
子
R

Z。
清
史
稿
王
侯
表
で
は
納
牢
塔
爾

巴
。
但
し
同
文
志
各
一
七
、
一
六
丁
裏
で
は
阿
恰
遼
爾
巴
〉
宮
内
目
白
『

E
(八、『
r
R
宮
)
〔
七
〕
ワ
ン
ジ
ャ
ル
ド
ン
ド
ゥ
ブ
巧
自
忠
弘
仏
o
z
c
r〈

ロ『耐え
H

H

同一司と

ιoロ
m
g
r

〔
八
〕
タ
ム
リ
ン
ロ
ω
白
雪
山
口
八

m
g
自
問
ユ
ロ

- 78ー

ホ
イ
ト
族
は
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
で
も
大
し
た
勢
力
は
な
か
っ
た
が
、
青
海
に
お
い
て
も
同
様
で
、
ホ
シ
ョ
ト
族
に
隷
し
て
い
た
(
表
停
各
八
六
、

一
O
了
表
)
。
恐
ら
く
ホ
シ
ョ
ト
の
東
遁
の
と
き
に
、

一
部
が
付
き
随
っ
て
室
内
海
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ク
ン
ゲ

関
口
ロ
路
町
〈
関
口
ロ
仏
∞
与

は
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
飢
に
、
一
一
族
を
率
い
て
清
軍
の
た
め
に
戦
っ

た
の
で
、
観
卒
定
後
清
朝
で
は
こ
れ
を
ホ
シ
ョ
ト
か
ら
引
離
し
、
猫
立

し
た
一
旗
と
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
落
正
三
年
に
ク
ン
ゲ
は
礼
薩
克
一
等
台
士
口
を
授
け
ら
れ
た
。
務
正
九
年
の
ノ

ル
ブ
の
反
凱
に
も
軍
を
率
い

て
出
動
し
、
彼
を
捕
え
て
清
箪
に
櫨
迭
し
た
の
で
〈
方
略
谷
二
三
、
薙
正
九
年
六
月
丁
未
の
係
、
表
出
聞
各
八
六
、

一
O
丁
表
)
、
輔
園
公
に
封
ぜ
ら
れ
た

旗
名
は
南
旗

oa広
m
g
g
ρ
g
q
cロ
で
、
牧
地
は
遊
牧
記
に
よ
れ
ば
、

E
E吋
の
南
に
嘗
る
と
い
う
。
巴
彦
涼
爾
は
十
三
排
固
で
は
、
多
科
爾
の
西
に
あ
る
が
、
中
華
地
園
集
で
は
、
旗
は
恰
不
恰
の
与
己
苫
同

の
南

に
置
か
れ
て
い
る
。
何
れ
が
正
し
い
か
は
明
か
で
な
い
。

(
方
略
谷
二
五
、
難
正
九
年
八
月
丙
午
の
傑
)
。

巴
彦
禅
爾
∞

as



ハ
ム
ハ
)

ブ
イ
ホ
オ
ル
レ
ク
〈
ト
ル
ゴ
l
ト
族
)
の
系
統

青
海
ト
ル
ゴ
l
ト
族
同
，

E
E仏
の
始
ま
り
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

人
の
う
ち
、
三
男
ボ
ラ

γ
ア
ガ
ル
ク

即
ち
ブ
イ
ホ
オ
ル
レ
ク

切
C
F吋
O
O
H
F
m
(
貝
果
都
爾
勤
克
〉
の
子
四

冨
O
ロ
∞
『
包
(
奔
海
)
お
よ
び
そ
の
叔
父
の
オ

∞O
Bロ
呉
巳
ρ
ロ
(
保
蘭
阿
喝
勤
現
)
と
四
男
モ
ン
ハ
イ

グ
シ
ハ
ン
の
青
海
移
駐
の
と
き
に
、
ー
こ
れ
と
行
動
を
と
も
に
し
た
(
要
略
倉
九
、
二
丁
表
)
。

尤
も
大
宗
は
、

青
海
へ
移
動
し
た
も
の
の

γ
グ
イ

O
ロ
需
己
(
翁
貴
)
が
、

ブ
イ
ホ
オ
ル
レ
ク
の
孫
ホ
オ
ル
レ
ク
。
。
。
己
認
(
和
都
爾
勃
克
〉
に
附
い
て
ロ
シ
ア
に
移
っ
て
お
り
(
前
掲
書
)
、

勢
力
は
大
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
最
初
は
ホ
シ
ョ
ト
に
附
牧
し
、
ロ
ブ
ザ
シ
ダ

γ
ジ
シ
の
凱
の
善
後
策
の
一
つ
と
し
て
ホ
シ
ョ
ト

か
ら
分
離
し
、
四
旗
が
設
定
さ
れ
た
。
車
内
海
ト
ル
ゴ
l
ト
に
つ
い
て
は
、
表
停
巻
八
一
、
四
丁
裏
に
、

土
爾
雇
特
設
礼
薩
克
四
、
其
始
祖
翁
翠
七
停
至
貝
果
郭
爾
勃
克
、
震
札
薩
克
台
士
口
索
諾
木
則
布
坦
多
爾
済
、
色
特
爾
布
木
二
旗
組
、
別
有

土
爾
属
特
部
十
二
旗
、
亦
其
設
問
也
。
貝
果
都
爾
勤
克
弟
翁
貴
、
震
礼
薩
克
台
士
口
達
繭
札
、
丹
忠
二
旗
組
。
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ロ

一

】

円

四

】

(

南

中

旗

)

円

二

三

円

一

き

-
|
保
蘭
阿
鴎
勃
涜
1

車
臣
諾
額
l
位
璃
達
什
|
索
諾
木
剰
布
坦
多
爾
務
H
棟
|
薩
蜘
」
!
遼
什
刷
布
坦

一

(

園

爾

根

台

育

)

一

【

一八】

一

「

薩

木

都

布

札

木

素

一l
貝
果
都
爾
勧
克
|一

〔八】

一

一

41務
卜

鴻

恰

賄

罪

〕

一

門

三

】

門

玉

〕

門

さ

一

5

」

「

葬

海

l
阿
皐
岱
保
廃

1
1格
時
勧
箇
!
色
霊
口
斯
礼
布
l
l
l
T伊
斯
位

「

翁

貴

一

3

「
町
議
一
時
」

占

禁

克

|

垂

議

事

審

|

一

1
副一

丁
諾
爾
布

一
(
西
旗
)
三
九
】
門
-
一
一
】

丁
色
特
爾
布
木
|
烏
爾
占
H

伊
達
木
n
貢
格

一

三

五

】

【

ヱ
O
U

丁
衰
布
礼
布
|
伊
達
木

-
【
一
占
ハ
】

「
控
蘇
鳴
礼
布

丁
塔
爾
巴

丁
巴
坦
|
棟

-79ー

第十六表

〔ブイホオルレクの系統〕
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〔
第
十
六
表
註
〕

〔
一
〕
マ
ハ
チ
モ
ン
ケ
玄
ω』
釦
己
目
。
ロ
mro

〔
二
〕
チ
ェ
チ
ム
ン
ノ
ヤ
ン
。
。
円
。
ロ
ロ
ou孟
ロ
〔
三
〕
ア
ビ
ダ
イ
ボ
チ
〉
『
正
巳

ro己
〔
四
〕
一
7

7
9
シ
ヨ
ω目
印
円
宮
山
岡
八
巴
ω
自
由

r
r
z
n
Z
(吋，
c
a
g
g〕三』

F

)

〔五
〕
ゲ
レ
ル
ト
ヴ
の
官
己
忌
〔
六
〕
セ
レ
ン
ギ
ス
ジ
ャ
ブ

ω
2
2
m
m互白『

〔
七
〕
チ
ュ
イ
ド
ル
ジ
ホ
シ
ョ
チ
の
cu=ι0
『
む
(
〈
(UFO臼円
ι。
『
』
ぬ
)
占
。
巴
百
三
〔
八
〕
ザ
ン
ボ
ロ
8
3問『
O八
回
E
D
U
O

〔九
〕
イ
ス
ラ

r
z

〔一

O
〕
オ
ル
ジ
。

E

〔
一
一
〕
タ
ル
パ
↓

R
Z八
、H，Y
2
3

〔
二
己
パ
タ
ン
∞
え
き
〔
一
一
二
〕
サ
ラ

rg〈
F
S

〔
一
四
〕
ノ

ル
ブ

Z
。ユ
E
八
Z
2
r
c

〔
一
五
〕
コ

ソ
ボ、
j

M

フ
。
。
ョ
r
c
y
『八

P
A
m
2
3
臼「ヨ
rm

〔一

六
〕
ラ

ス
ロン
ジ
て
フ
「
S
C
E
2闘
志
『
〈
「
T
ω
m
E
F

WT三
「
臼
〔
一
七
〕
タ
シ
一
フ
ブ
ダ
ン
ロ
弘
一

z
r品
白
ロ
八
回
r
z
t臼
z
r
r
ユ
白
ロ
〔
一
八
〕
サ
ム
ド
ゥ
ブ
ジ
ャ
ム
ソ

ωω
ヨ
L
z
r
yヨ
g
八
回
包
ヨ

m
E
r

司
君
"
ヨ
z
r
o

〔
一
九
〕
ウ
ル
ジ
ャ

ン
C
云
ロ
〈
C

認可

E

〔二

O
〕
イ
ダ
ム

HEヨ
〈
出
合
ヨ
〔
一
一
一
}
ク
ン
ゲ
。

E
m問
。
〈
ヌ

5
ι
m与

と
あ
る
。
系
固
は
第
十
六
表
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
初
期
の
人
名
に
つ
レ
て
は
ベ
リ
オ
氏

Hug-
司
丘
一
芯
同

⑬
 

の
研
究
を
参
考
に
し
た
。

青
海
ト
ル
ゴ
l
ト
で
清
朝
に
朝
貢
し
た
の
は
、
順
治
八
年
四
月
に
、
ブ
イ
ホ
オ
ル
レ
ク
の
曾
孫
ボ
デ
ィ
ス
ク
∞

oemミ
(
博
第
蘇
克
〉
が
最

⑬
 

初
で
あ
る
(
世
澗
賃
値
剛
容
五
六
、
一
七
丁
裏
、
表
停
谷
八
九
、

nu 
。。

一
丁
表
)
。
し
か
し
そ
の
後
青
海
ト
ル
ゴ
l
ト
は
清
廷
に
現
れ
な
い
。

)
 

唱

A(
 

ソ
ノ
ム
ラ
ブ
ダ
ン
ド
ル
ジ

ωoロ
0
5
5
r
ι
白口内
rv円E
〈
切
削
O
L
ロ
白
吉
田

E
ゲ
ヴ
ユ
白
ロ

E
o
之
内
系

薙
正
三
年
に
四
旗
を
設
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
と
き
、

ソ
ノ
ム
ラ
ブ
ダ
ン
ド
ル
ジ
は
そ
の
一
人
と
し
て
札
薩
克
一
等
台
吉
を
授
け
ら
れ

た
。
同
文
志
雀
一
七
、

る
が
、
何
れ
の
名
が
正
し
い
か
は
分
ら
な
い
。
彼
の
死
後
は
そ
の
子
孫
が
な
く
、

一
七
丁
裏
で
は
、
彼
の
名
は
ソ
ノ
ム
タ
ル
ジ

∞C
ロ
O
B
S
4・
回
目

O
L
ロ
回
目
的
子
日
目
】
担
ぽ
(
索
諾
木
塔
爾
情
)
で
あ

か
な
り
遠
縁
の
ド
ゥ
ン
ロ
ロ
ロ
ぬ
(
棟
)
が
後
を
繕
い
だ
。

V 

』

の
系
統
必
南
中
旗
吋
日
『
E
m
B
E
ロ
仏
O
B
E
A
O弘
吉
ロ
で
、
牧
地
は
遊
牧
記
で
は
、
登
努
爾
達
巴
漢

U
g
mロ
a
c
-
E
E
Z
E
の
陽
で
あ

り
、
東
山
芹
ば
恰
克
闇
河
の
黄
河
に
入
る
所
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
十
三
排
園
で
は
貝
勤
技
察
布
所
属
(
南
左
翼
中
旗
)
と
標
さ
れ
る
所
の
西
に

嘗
る
場
所
で
あ
ろ
う
。

(2) 

セ
テ
ル
ブ
ム

ω
2
2
Zヨ
〈
吋
岳
巾
同
7
2
7
v
z
g
系

セ
テ
ル
ブ
ム
の
兄
ノ
ル
プ
は
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ソ
ジ
ン
の
反
飢
の
と
き
こ
れ
に
附
し
、
後
罪
を
悔
い
て
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
系
の
セ
プ
テ
ン
ジ
ャ
ル
に



附
い
て
来
蹄
し
、
よ
っ
て
落
正
三
年
に
札
薩
克
一
等
台
吉
を
授
け
ら
れ
た
(
表
停
容
八
九
、
四
了
裏
)
。
と
こ
ろ
が
同
じ
く
九
年
に
騰
格
里
吋
ロ
m
ユ

(
場
所
不
明
〉
に
駐
屯
し
て
い
た
と
き
反
乱
を
起
し
、
ホ
シ
ョ
ト
の
ラ
ジ
ャ
ブ
(
南
左
翼
中
旗
)
が
こ
れ
に
附
し
た
。
ノ
ル
ブ
の
弟
セ
テ
ル
ブ
ム

は
兄
に
附
か
ず
、
且
つ
兵
を
以
て
ラ
ジ
て
フ
を
討
っ
た
。
ノ
ル
ブ
は
副
都
統
格
黙
爾
、
ホ
イ
ト
の
グ
ン
ゲ
の
ロ
ロ
m
m巾
(
八
関
口
ロ
仏
ぬ
品
。
(
恭

格
)
、
ホ
シ
ョ
ト
の
ア
ラ
ブ
ジ
等
に
討
た
れ
、
遂
に
捕
え
ら
れ
た
。
セ
テ
ル
ブ
ム
は
こ
の
と
き
の
功
を
以
て
札
薩
克
一
等
台
吉
を
授
け
ら
れ
た

が
(
表
停
巻
八
九
、
五
丁
表
)
、
こ
れ
が
西
旗
、
H
，
z
q
E
Z
Z
Eロ
包
丘
三
ロ
で
あ
る
。
牧
地
は
遊
牧
記
で
は
、
阿
屯
宵
老
園
〉
円
山
口
『
ロ
ロ
ロ
白
百

Z

で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
十
三
排
園
で
は
、
黄
河
の
支
流
袷
倫
烏
蘇

O
己

5
5己
の
上
流
岡
敬
費
老
園
で
あ
ろ
う
。
中
華
地
園
集
で
は
、
ヵ
ラ

ノ
l
ル
の
西
北
に
存
在
す
る
。(

七
)

オ
ン
グ
イ
(
ト
ル
ゴ

l
ト
部
)
の
系
統

オ
ン
グ
イ
。
ロ
里
丘
公
弱
点
貢
)
は
ブ
イ
ホ
オ
ル
レ
グ
の
弟
で
、
そ
の
系
園
は
第
十
七
表
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
兄
の
場
合
と
同
様
、
初
期
の

⑫
 

人
名
に
つ
い
て
は
ベ
リ
オ
氏
の
研
究
に
よ
っ
た
。

。。

門一一一】

|
鳴
恰
斯
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〔六〕

一
塁
爾
根
済
農
額
塁
根

一

門

七

〕

|

円

九

】

(

南

後

旗

)

〔

一

一

ニ

】

三

丁

阿

玉

什

l
奔
博
|
|
[
丹
忠
i

l

-

-

納
木
錫
哩
策
旺
U
都
勅
璃
礼
布

|
特
穆
納
一
(
額
爾
克
済
農
)
(
額
爾
徳
尼
済
農
)

一

門

八

〕

(

南

前

旗

)

門

一

O
〕

一
阿
勃
遼
爾

1
1察
四
十
酬
明
布
坦
|
衰
楚
克

門

田

〕

一

】

|

青

巴

圏

爾

「

達

爾

礼

リ

色

布

騰

多

爾

湾

1
衰
楚
克

〔

王

】

門

一

ニ

】

問

山

?

〔

一

回

U

ー
産
徳
特
|
0
1
1
0
1
1丹
津
↓
ぃ
抵
抗
布

一

門

一

五

〕

一
垂
礼
布

一
都
勃
璃
礼
布

翁
貴
|
額
民
民
|
一

第十七表
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〔
第
十
七
表
註
〕

〔
一
}
エ
ジ
ネ
イ
開
亡
ロ
巴
〔
二
〕
マ
ハ
ス
玄
史
凶
器

2
5
テ
ム
ネ

4
0
5
ロω

〔
四
]
チ
ン
パ
1

ト
ル

(
U
E
m
r

2々
5

〔
五
〕
ク
デ
ッ

ト
穴

c
t同
〔六
〕
メ
ル
ゲ

ン
ジ
ノソ

エ
メ
ゲ
ン
玄
2
向
。
ロ
ヒ
目
。
ロ
町
内
目
。
向
。
ロ
〔
七
〕
ア
ユ

シ
〉〕
E
r

〔
八
〕
ア
ル
ダ
ル
〉
5
2

〔
九
〕
パ

イ
ボ

F
ヨ
r
o
(
開門

Z
Kロ
。
口
問
)
〔
一

O
〕
グ
ン
チ
ュ
ク
の
5
2
r

〔
一
一
〕
セ
ブ
テ
ン
・
ド
ル
ジ

ω
o
r
zロ
品
。
ユ
凶
〈
、
『
日
r
o
r
ユ
自
己
。
ュ
。

〔
一
一
一
〕
タ
ン
シ
ン
ロ
E
ι
5
〈
回
目
g
p
f円
四
回
一
口
〔
一
一
一己
ナ
ム
シ
リ
ツ
ェ
ワ
ン
Z
R
出
巴
ユ

Z
O者
E
M
四
八
。
ロ
曲
目
印
円
。
臼

z
r
o
ι
『
曲
目
凶
〔
一
四
〕
ラ

ジ
ャ
ブ
円
、
と
ω
『
〈
「
F
釦回目ハ可制
wr
目
〔
一
五
〕
チ
ョ
イ
ジ
ャ
ブ
の
ロ
ヨ
E
r
八〈
U
F
O
臼臼
ru--》
臼
〔
一
六
〕
ド
ル
マ
ジ

T
フ
ロ
。
-
同
国
防
」
釦
『
八
ω
m
g
-
目白

m
r
可釦
rM

川
口
白
片
言
〈
ロ
曲
円
円
ぬ
苫
凹
系

ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
凱
に
、
タ
ル
ジ

ャ

(
達
爾
札
)
の
兄
チ
ャ
ガ
ン
ラ
ブ
ダ
ン

ダ
ル
ジ
ヤ

(い白「白
口
同
国
ゲ
仏
白
ロ

は
右
翼
の
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン

と
と

も
に
来
蹄
し
、

し
か
し
ノ
ル
ブ
の
凱
に
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清
軍
に
従
っ
て
ロ
ブ
ザ
ン
の
丘
ハ
を
撃
っ
た
の
で
、

は
、
チ
ャ
ガ
ン
ラ
ブ
ダ
ン
は
こ
れ
に
投
じ
、
清
軍
が
到
着
し
て
も
直
に
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
清
朝
は
札
薩
克
職
を
弟
の
ダ
ル
ジ
ャ

に
授
け
、
兄
を
監
視
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
(
表
停
省
八
九
、
七
了
一畏
)
。
こ
の
旗
が
南
前
旗
吋

5
E
L
E己
ロ
ロ
ユ

E
ρ
g
qロ
ロ
で
牧
地
は
遊
牧

薙
正
三
年
に
札
薩
克
一
等
台
士
ロ
を
授
け
ら
れ
た
。

記
に
よ
れ
ば
、
大
恰
柳
園
河

J
P
Z
宮
口
E
E
E
o
-
の
南
と
い
う
か
ら
、
十
三
排
園
十
排
西
二
の
伊
克
暗
柳
固
必
並
の
南
港
で
あ
ろ
う
。
中

翠
地
闘
集
で
は
、
同
徳
(
技
加
寺
)
の
東
に
存
在
す
る
。

ダ
ン
ジ
ン
ワ
白
3
5
〈
∞

2
2
f
r
z
系

ダ
ン
ジ
ン
(
丹
忠
)
は
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
凱
に
際
し
、
彼
に
附
か
ず
、

表
)
。
南
後
旗
叶

2
E
L
m
g
cロ
哲
三
Z

G

O

己
苫
ロ
が
こ
れ
で
、
牧
地
は
遊
牧
記
に
、 札

薩
克
一
等
台
士
ロ
を
授
け
ら
れ
た
(
表
停
径
八
九
、

0 
丁

牧
地
雷
碩
羅
巴
顔
恰
蛙
山
之
陽
、

日
部
博
園
。

十
三
排
園
で

場
)
の
西
に
存
在
す
る
。

黄
河
の
支
流
暗
倫
烏
蘇
の
北
の
那
博
園

O
E
E
E
の
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。

中
華
地
園
集
で
は
輿
海
(
大
河

と
あ
る
か
ら
、



右
に
よ
っ
て
青
海
ト
ル
ゴ

l
ト
は
三
旗
が
ハ
ル
シ
ウ
ス
の
流
域
に
あ
り
、

一
旗
が
イ
ェ
ヘ
ハ
リ
ウ
ト
の
方
面
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

(八〉

ド
ル
ジ
ア
ラ
ブ
ダ
ン
イ
ル
ド
ゥ
ン
(
ハ
ル
ハ
部
〉
の
系
統

最
後
に
ハ
ル
ハ
族

O
巳
宮
で
あ
る
。
表
停
巻
八
一
、
六
丁
裏
に
、

設
略
爾
曙
公
中
礼
薩
克
一
。

と
あ
る
が
、
系
園
は
第
十
八
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

格
時
森
礼
郡
特
敵
諾
顔
青
淫
璃
尼
歎
済
克
|
一

(
車
臣
諾
顔
〉
一

一

門

回

〕

〔

玉

】

【

六

凶

一
唐
古
特
墨
爾
根
岱
青
木
塔
爾
岱
青
巴
闘
爾

l
墨
特
卓
哩
克
圃
|
遇
諜
克

一

(

南

右

旗

)

一

多

爾

済

阿

刺

布

坦

伊

勅

登

納

克

額

署

員

1
1
1
1
1
1一

一

円

七

】

〔

八

】

一
|
羅
ト
頭
車
木
歪
勤

l
車
徳
爾

第十八表

〔ドM アラフタン〕
イノレドゥンの系統
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〔
第
十
八
表
註
〕

〔
一
〕
ゲ
レ
セ
ン
ジ
占
の

2
2
0国
守

〔

二

〕

オ

ト

ガ

ン

ノ

ヤ

ン

O
Z『
陪
ロ
ロ
。
ヨ
出
回
〔
三
〕
チ
ン
ダ
マ
ニ
ム
テ
ィ
ク
の
古
島
曽
田
曲
目
即
日
出
丘
間
八

。z
g目
白
門
戸
山
田
口
三
間
(
吋
)
(
の

2
0口
口
。
可
向
ロ
)
〔
四
〕
パ
ン
ダ
ル
ダ
イ
チ
ン
パ

l
ト
ル
切
同
国
内
宮
司
(
〈

E
M
R
M
m同
釦
同
吋
)
色
白
三
三
国
間
『
曲
『
白
神
口
同

〔
五
〕
メ
ト
ジ
ョ
リ
ク
ト
、
不
明
〔
六
〕
ト
ン
モ
ク
、
不
明
〔
七
〕
ロ
ブ
ザ
ン
チ
ョ
ン
ベ
ル

F
O
E
Sロ
m
S
E
r
-八
E
o
r
g
b
n
r
s
f
H
L
E

〔
八
〕
セ
テ
ル

ω
2
2八、吋臼
ro
岳
月

系
園
の
う
ち
タ
ン
グ
l
ト
メ
ル
ゲ
ン
ダ
イ
チ
ン
吋
回
口
町

E
B
R
m
g
仏
国
三
巴
ロ
閃
(
唐
古
特
墨
爾
根
岱
車
円
)
の
曾
孫
通
謀
克
は
札
薩
克
輔
園
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公
を
授
け
ら
れ
た
が
、

ハ
ル
ハ
の
札
薩
克
圃
汗
部
に
隷
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
鯛
れ
る
必
要
は
な
い
(
表
停
容
九
O
、
四
丁
表
)
。

タ

γ
グ
l
ト
の



364 

弟
の
ド
ル
ジ
ア
ラ
ブ
ダ
ン
イ
ル
ト
ゥ
ン
ロ

2
t
白
E
E田口同
E
C
ロ
(
多
爾
済
阿
刑
布
坦
伊
劫
登
〉
が
、
牧
を
青
海
に
移
し
て
か
ら
こ
の
系
統
は

始
ま
る
。
而
し
て
ダ
シ
ド
ン
ド
ヲ
ブ
ワ
品
一
色
。
ロ
L
c
r
〈
四
日
向
日
明
日
目
号
ロ

mEσ

に
至
っ
て
、
も
は
や
ハ
ル
ハ
に
蹄
ら
ず
、
青
海
ホ
シ
ョ
ト
に

隷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
(
表
陣
容
九

O
、
四
丁
表
)
。

と
こ
ろ
で
ガ
ル
ダ
ン
が
ハ
ル
ハ
を
侵
し
た
と
き
、

⑬
 

ゲ
ン
ド
ゥ
ン
の

g
Eロ
〈
U
m巾
一
)
仏
己
ロ
(
根
登
)
な
る
も
の
が
あ
り
、

ド
ル
ジ
ア
ラ
プ
、
タ

ン
イ
ル
ド
ゥ
ン

に
従
い
、
妻
子
を
連
れ
て
青
海
に
逃
れ
て
き
た
。

ま
た
タ
ン
グ
l
ト
メ
ル
ゲ
ン
の
孫
墨
特
卓
哩
克
園
、
も
難
を
避
け
て
一
緒
に
逃

れ
来
っ
た
。
そ
し
て
ガ
ル
ダ
ン
滅
亡
の
後
、

ハ
ル
ハ
に
開
る
こ
と
を
願
っ
た
の
で
、

牧
を
ア
ル
タ
イ
日
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
、

烏
陣
中
京

C
『

gmぬロ

「
。
。
-
の
界
に
賜
り
、
徐
の
者
は
ま
円
海
に
留
ま
っ
た
。

ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
乱
の
際
に
、
ゲ
ン
ド
ヶ
ン
ほ
清
軍
に
協
力
し
た
の
で
、
朝
廷
で
法
彼
を
公
中
札
薩
克
と
し
、
車
円
海
ハ
ル
ハ
族
を
領
せ

し
め
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
ゲ
ン
ト
ヲ
ン
は
諸
タ
イ
ジ
と
隙
を
生
じ
、
札
薩
克
の
任
に
堪
え
な
い
と
い
う
の
で
職
を
罷
め
さ
せ
、
墨
特
の
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子
の
通
謀
克
の
下
に
行
か
せ
た
。
そ
こ
で
そ
の
後
任
は
ダ
シ
ト

ン
ド
ゥ
ブ
に
ま
わ
り
、
乾
隆
三
年
に
彼
が
公
中
札
薩
克
一
等
台
吉
に
任
ぜ
ら
れ

た
(
表
体
内
田
九
O
、
四
了
一
一袋
)
。
旗
名
は
南
右
旗

O
回
一
宮
内
ヨ
C

ロ

Z
Z苫
ロ
ヨ
『
古
田
一
三
ロ
で
、
所
在
は
遊
牧
記
で
は
、
青
海
の
南
岸
に
あ
う
、

東
は
和
爾
河
、
西
は
札
暗
蘇
太
河
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
十
三
排
圏
の
和
爾
必
位
か
ら
礼
恰
蘇
蓋
必
挫
の
聞
の
湖
岸
で
あ
ろ
う
。

(
九
)

チ
ャ
ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ
ン
H

ラ
マ
の
系
統

な
お
以
上
と
は
別
に
、
ラ
マ
の
チ
ャ
ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ
ン

(
リ
白
『
白
ロ
ロ
。
ョ
ロ
ロ
円
山
田
口
が
や
は
り
札
薩
克
則
瞬
を
授
け
ら
れ
、

四
佐
領
を
管
轄
し

て
一
旗
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
礼
薩
克
等
の
盟
に
は
加
わ
ら
な
い
(
表
侍
巻
八
一
、
六
丁
裏
)
。
恐
ら
く
活
仰
の
故
で
、
政
治
的
動
向
に
は
か

か
わ
ら
な
い
の
が
本
来
の
在
り
方
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
チ
ャ
ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ
ン
の
牧
地
は
、
十
三
排
固
に
よ
れ
ば
、
恰
克
園
必
並
の
北
、

碩
爾
郭
爾
必
韮
の
上
流
に
あ
る
察
翠
納
門
漢
と
標
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
中
華
地
圃
集
で
は
、
共
和
で
黄
河
に
注
ぐ
烏
蘭
河

C
F
Eロ

吋

0
0
-

の
流
域
に
こ
の
旗
は
置
か
れ
て
い
る
。



五

結

語

以
上
で
青
海
の
旗
は
、
王
侯
の
そ
れ
が
二
十
九
旗
、
こ
れ
に
チ
ャ
ガ

γ
ノ
ム
ン
ハ
ン
の
ラ
マ
旗
が
加
え
ら
れ
て
青
海
三
十
旗
開
口

-
5
5苫
?

⑮
 

ロ
ロ
三
口
宮
内
出
。
田
守
口
ロ
と
稽
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

八
タ
イ
ジ
以
来
の
青
海
の
諸
タ
イ
ジ
の
系
譜
と
牧
地
は
明
か
に
な
っ
た
と
思
う
が
、
全
睦
と
し
て
青
海
の

部
族
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
経
過
を
辿
っ
た
か
を
、
最
後
に
概
括
的
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、

駐
留
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

グ
シ
ハ
ン
の
生
前
に
は
、
青
海
の
諸
タ
イ
ジ
は
非
ホ
シ
ョ
ト
系
も
含
め
て
一
つ
の
統
制
に
服
し
て
い
た
。
確
に
グ
シ
ハ
ン
は
ラ
サ
の
方
面
に

流
石
に
青
海
が
不
統
一
に
陥
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
の
直
系
の
第
二
代
オ
チ
ル
ハ

@
 

ン
、
第
三
代
ダ
ラ
イ
ハ
ン
は
な
お
ホ
シ
ョ
ト
部
長
と
は
な
っ
た
が
、
有
能
の
君
主
と
は
い
え
ず
、
青
海
の
統
一
に
は
弛
緩
が
き
た
。
雨
ハ
ン
と

も
ラ
サ
に
住
し
青
海
へ
は
遠
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
統
制
力
を
一
層
弱
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
オ
チ
ル
ハ
ン
の
弟
ダ
ラ
イ
バ

l
ト
ル
は
兄
弟

の
う
ち
で
最
も
有
能
で
あ
り
、
こ
の
期
の
青
海
の
中
心
人
物
は
確
に
彼
で
あ
っ
た
。
清
朝
が
青
海
関
係
の
行
政
問
題
を
慮
理
す
る
に
は
、
常
に
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彼
を
相
手
と
し
て
行
な
っ
て
い
た
こ
左
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
伺
え
る
。

し
か
し
他
の
兄
弟
等
も
亦
自
由
に
清
朝
に
入
貢
し
て
い
た
か
ら
、
ダ
ラ

イ
パ

l
ト
ル
だ
け
が
完
全
な
支
配
権
を
握
っ
て
い
た
と
も
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

更
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
頃
青
海
タ
イ
ジ
等
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
命
令
を
よ
く
聴
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
見
不
思
議

な
こ
と
に
思
え
る
が
、
彼
等
と
ダ
ラ
イ
と
の
関
係
は
、
崇
敬
の
封
象
た
る
聖
者
と
こ
れ
を
守
る
檀
越
と
の
閥
係
で

(ω
、H
，
m-MM・
由
日
〉
、
事
質
、
聖

者
の
言
に
逆
ら
う
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
彼
等
は
ダ
ラ
イ
の
政
治
的
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
、
そ
れ
故
に

清
朝
も
、
ダ
ラ
イ
バ
!
ト
ル
等
に
申
入
れ
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
ダ
ラ
イ
の
口
添
え
を
依
頼
し
て
い
た
の
で
あ
る
(
六
三
頁
)
。
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時
代
が
下
っ
て
次
の
世
代
の
活
動
の
時
期
と
な
る
と
、
八
タ
イ
ジ
の
嫡
系
だ
け
で
な
く
、
そ
の
兄
弟
等
も
か
な
り
自
由
に
行
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
タ
イ
ジ
等
と
清
朝
の
関
係
も
濃
淡
さ
ま
ざ
ま
で
多
様
性
を
帯
び
て
き
た
。
恐
ら
く
チ
シ
ギ
ス
ハ

Y
の
子
等
が
そ
の
ウ
ル
ス
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を
分
割
し
て
支
配
し
た
ご
と
く
、
分
割
の
原
理
が
こ
の
西
モ
ン
ゴ
ル
系
に
も
惇
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
こ
の
よ
う
な
分
裂
的
傾
向
に

射
し
て
統
制
を
強
化
す
る
試
み
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

、
タ
ラ
イ
ハ
ン
の
時
代
の
ラ
ザ
ソ
の
行
動
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
(
ロ

ブ
ザ
ン
の
飢
四
頁
)
。

し
か
し
事
寅
と
し
て
は
こ
の
試
み
は
ま
ず
不
成
功
に
終
っ
た
。

ガ
ル
ダ
ン
戦
争
の
と
き
に
は
、
青
海
タ
イ
ジ
の
う
ち
ガ
ル

ダ
ン
に
好
を
通
ず
る
も
の
も
い
た
し
、
清
朝
の
作
戦
を
助
け
る
も
の
も
レ
た
。
こ
の
よ
う
な
不
統

一
の
機
大
が
、
必
然
的
己
申
一
円
海
ホ
シ

ョ
ト
の

全
岡
田
と
し
て
の
カ
を
脆
弱
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
第
六
代
、
タ
ラ
イ
が
退
位
し
、
第
七
代
が
新
に
護
見
さ
れ
た
と
き
は
、
チ
ベ
ッ
ト
に

一
つ
の
政
治

的
空
白
の
時
期
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
に
乗
じ
て
一
七
一
七
年
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
ラ
サ
急
襲
が
敢
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ザ
ン
ハ
ン
の
敗
戦

は
巳
む
を
得
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
彼
に
批
判
的
で
あ
っ
た
青
海
諸
タ
イ
ジ
の
う
ち
、
誰
、
か
ラ
サ
に
進
撃
し
て
チ
ベ
ザ
ト
政
府
を
救
っ
た
で
あ

ろ
う
か
。
青
海
タ
イ
、
ン
等
は
チ
ベ
ッ
ト
の
危
機
を
救
う
こ
と
が
で
き
ず
、

チ
ベ
ッ
ト
貴
族
も
ま
た
ジ
ュ
ン
ガ
ル
に
抵
抗
す
る
力
は
持
た
な
か
っ

た
の

で
あ
る
。

し
か
も
第
七
代
ダ
ラ
イ
は
未
だ
即
位
で
き
ず
、
前
途
暗
潜
た
る
と
き
、
そ
れ
を
掌
中
に
入
れ
て
い
た
清
朝
の
工
作
が
開
始
さ
れ

au 
n
E
 

た
の
で
あ
る
。
青
海
タ
イ
ジ
等
は
清
軍
の
入
蔵
に
随
従
す
る
の
が
漸
く
で
、
清
朝
を
し
て
容
易
に
チ
ベ
ッ
ト
政
府
を
保
護
す
る
権
利
を
獲
得
さ

せ
た
の
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
の
み
で
は
な
い
。
青
海
自
身
に
つ
い
て
も
、
清
朝
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
拒
否
す
る
力
を
彼
等
は
失
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
即
ち
清
朝
は
軍
事
力
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
聖
者
を
ラ
サ
で
即
位
さ
せ
、
自
ら
は
他
の
如
何
な
る
王
侯
よ
り
も
偉
大
な
る
大
檀
越

で
あ
る
こ
と
を
中
外
に
岡
明
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
。
フ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
ラ
ザ
ン
ハ
ン
の
死
後
、
新
し
い
チ
ベ
ッ
ト
王
は
や
は
り
青
海
ホ
シ
ョ
ト
か
ら
出
る
こ
と
を
期
待
し
、
ま
た
雷
然
最
高

の
家
格
の
彼
が
そ
の
選
に
入
る
と
思
い
こ
ん
で
い
た
。
勿
論
そ
れ
は
幻
想
に
し
か
過
ぎ
ず
、
途
に
彼
は
落
正
元
年
(
一
七
一
三
年
)
に
同
調
す
る

タ
イ
ジ
七
人
を
集
め
て
反
乱
に
踏
切
っ
た
。
し
か
し
清
箪
の
買
力
に
封
抗
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
惨
敗
し
て
、
こ
の
反
乱
は
容
易
に
鎮
定
さ
れ

た
。
そ
し
て
そ
の
善
後
策
と
し
て
取
ら
れ
た
の
が
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
倣
う
旗
制
の
施
行
で
あ
っ
た
。

」
れ
に
よ
っ
て
青
海
タ
イ
ジ
等
は
そ
の
牧

地
を
明
確
に
限
定
さ
れ
、
活
動
カ
を
一

一層
減
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

事
の
次
第
は
別
稿
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
の
で
再
設
は
し
な
い
が
(
ロ

プ
ザ
ン
の
飢
)

こ
の
反
凱
が
清
朝
の
青
海
支
配
を
確
寅
な
も
の
に
す
る
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
な
い
。
申
一
円
海
の
政
局
に
劃
す
る
、
ダ



ラ
イ
か
ら
の
影
響
力
は
終
止
符
を
打
ち
、
清
朝
の
強
力
な
政
治
的
軍
事
的
支
配
が
逆
に
貫
徹
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
凱
を
経
過
し
た
後
の
青
海
に
は
、
民
族
的
な
英
雄
は
も
は
や
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
清
朝
に
お
け
る
名
あ
る
官
僚

の
う
ち
に
も
、
何
故
か
我
々
は
青
海
出
身
の
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
期
以
降
は
青
海
の
諸
旗
は
、
ゴ
ロ
ク
等
の
番
族
に
襲
わ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
清
末
に
は
ト
ル
コ
系
の
遊
牧
民
、
更
に
回
数
徒
等
に
徹
底
的
に
匪
迫
さ
れ
る
。
青
海
遊
牧
諸
部
落
は
、

ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン

〔
ウ
克
〕

の
凱
を
以
て
、
歴
史
の
舞
蓋
か
ら
完
全
に
そ
の
姿
を
消
し
、
再
び
そ
の
舞
蓋
に
登
場
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

① 註

グ
シ
ハ
ン
の
兄
ク
ン
ド
ゥ
レ
ン
ウ
バ
シ

-
E
Eロ
-
g
c
r
ω
と
の
子
恰
酬
明

庫
務
(
同
文
+
応
答
一

O
、
八
丁
裏
)
で
あ
ろ
う
か
。

碩
盛
烏
巴
什
開
。
-
o
F
c
r
白
と
の
子
で
、
康
照
二
十
九
年
の
針
ジ
ュ
ン
ガ

ル
戟
容
の
後
端
と
な
っ
た
エ
リ
ン
チ
ン
開
ユ

R
Z
の
父
で
あ
る
(
遊
牧

記
倉

一
O
)
。

但
し
こ
の
問
題
は
ト
ル
ジ
に
よ
っ
て
は
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の

は
ド
ル
ジ
の
報
に
よ
る
と
、
エ
ル
デ
ニ
ホ
シ
ョ
チ
は
そ
の
頃
活
動
を
始

め
て
い
た
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
ガ
ル
ダ
ン
の
叔
父
チ
ョ
ク
ル
ウ
パ
シ
の
E
r
E司

ロ
宮
訟
の
輩
下
で
あ
り
、
自
分
ら
に
は
探
し
か
ね
る
と
い
う
こ
と
で
(
聖

租
質
銀
各
八
五
、一

O
丁
表
)
、
康
照
十
八
年
九
月
に
、
帝
は
更
め
て
ガ
ル

ダ
ン
に
問
題
廃
理
の
勅
を
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
前
掲
書
省
八
四
、

一
六
丁
表
)
。
結
局
こ
の
問
題
は
、
康
照
二
十
三
年
十
一
月
に
エ
ル
デ
ニ
ホ

シ
ョ
チ
が
、
そ
の
主
人
態
都
台
吉

O
白
邑
ロ
(
八
PArr白
r
f
m
g
)
Z
1
z

(
チ
ョ
ク
ル
ウ
バ
シ
の
孫
)
と
と
も
に
遺
使
謝
罪
し
た
の
で
一
際
の
解
決

を
見
た
(
朔
漠
各
三
、
四
丁
表
、
聖
租
貫
録
省
一
一
七
、
一
七
丁
表
)
。

こ
の
と
き
の
康
照
帝
と
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
の
交
渉
、
そ
の
聞
に
お
け
る
ド
ル

② ③ 
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① 

③ 

ジ
の
動
向
に
つ
い
て
は
ア
l
マ
ァ
ド
氏
が
詳
し
い
研
究
を
行
な
っ
て
い
る

(ω
、H
，
m-
唱
-
M
O罰
)
。

ド
ル
ジ
は
一
六
九

O
年

(
康
照
二
十
九
年
)
に
死
ん
だ
が
、
そ
の
葬
儀
は

一
六
九
一
年
正
月
の
祭
の
う
ち
に
タ
シ
ル
ン
ポ
で
、
初
代
チ
ャ
ン

ν
ャ
ホ

ト
ク
ト

F
2
F
M
r〕
B

A
ロ
2
3ロ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た

(
Z。
芯
♂
司
・

Mm叶
)
。

貫
録
の
原
文
は
、
「
多
羅
郡
王
額
爾
克
巳
爾
都
爾
故
」
で
あ
る
が
、
巴
爾

都
爾
は
明
か
に
巴
爾
珠
爾
の
誤
で
あ
る
。

薩
楚
を

ω凶回昨
3
u
と
す
る
の
は
ア
1
7
ッ
ド
氏
の
考
え
に
従
う
(
ロ
ブ

ザ
ン
の
鋭
、
八
頁
註
二
二
〉
。

ペ
ロ
ヨ

Z
5
E
O
八
J
P
E
Z
Eロ
目
。
は
「
皇
母
」
「
園
母
」
な
る
愈
稽
、

O
R
ω
八
回
宮
・
、
『
帥
『
仰
は
多
羅
女
神
、
。

3
2
E
S
は
従
っ
て
「
白
多

羅
」
の
意
で
女
性
の
名
に
用
い
ら
れ
る
。

葬
迭
に
際
し
て
、
康
回
一
帝
は
官
を
遺
し
て
柁
祭
し
て
い
る
(
望
組
貫
録
容

二
六

O
、
九
丁
裏)。

詳
し
く
は
「
ロ
ブ
ザ
ン
の
鋭
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

前
掲
論
文
二

O
頁
註
一
一

。

- 87ー

③ ⑦ ③ ③ ⑪⑩  
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⑫ 

公
中
礼
吟
暖
克

0
3
2
5
2
V臼
々
に
つ
い
て
は
、
表
停
谷
九

O
、

一
丁

裏
に
、
「
猪
瀬
洲
蒙
古
八
旗
之
公
中
佐
領
也
」
と
あ
り
、
遊
牧
記
に
も
ほ

ぼ
同
様
の
説
明
が
あ
る
。
公
中
佐
領
。
。
『
O
B
E
C
M
Lロ
Z
B
E』

EmmF

と
は
、
世
管
佐
領
の
よ
う
な
世
裂
で
は
な
く
、
主
管
の
長
官
邸
ち
八
旗
の

頭
梁
の
ロ

Z
F
a
g
に
よ
っ
て
佐
領
下
の
人
か
ら
棟
ん
で
嘗
て
ら
れ
る
佐

領
で
あ
る
。

羽
田
明
「
ガ
ル
ダ
ン
侍
考
設
」
東
方
閉
宇
曾
創
立
十
五
周
年
記
念
東
方
皐
論

集
、
東
京
、
昭
和
三
十
七
年
、
二
一
八
頁
。

明
か
に
色
ト
騰
札
爾
の
誤
で
あ
る
。

H
Y

同v
o
-
-
z
p
Z
2
2
2
F
t
a
g
g
円

ruz-z-p-目
。
巴
「
0・
、
『
与
-gmhH

岡崎
W
H
A
m

主。問
FAZE-
司
R
U
-
-由自{〕.↓
ω
E
Eロ
同
戸

ボ
デ
ィ
ス
ク
は
、
世
組
貫
録
に
、

厄
魯
特
部
落
屠
爾
古
特
博
地
蘇
克
等
貢
馬
、
賜
銀
幣
等
物
。

と
あ
る
の
で
、
間
違
い
な
い
。
た
だ
ボ
デ
ィ
ス
ク
な
る
語
は
分
り
に
く

い
。
ベ
リ
オ
氏
は
、
「
切
。
会

E
Z
か
ら
愛
形
し
た
∞
O
L
z
g
m
と
同
じ

か
」
と
疑
っ
て
い
る
が

(
F
E
O
F
F
-
L・
)
、
蒙
古
語
で
は
図
。
仏
広
告
聞

で
な
く
て
回
。
ι
E
E
M問
、
か
普
通
で
あ
ろ
う
。
勿
論
こ
の
語
は

ωr?
回
og

ι
r
g芝
P
t
r・
四
百
p
n
r
c
r
目
。
自
身
与

(
菩
提
薩
多
)
に
笛
る
。

前
掲
註
⑬

ゲ
ン
ド
ゥ
ン
は
ネ
ヘ
イ
エ
ル
デ
ニ
ア
ハ
イ

Z
岳
2
0『
骨
己
主
巳
(
納
克

額
爾
徳
尼
阿
海
)
の
従
子
で
あ
る
と
い
う
が
(
表
停
各
九

O
、
四
丁
一
袋
)
、

ハ
ル
ハ
諸
系
の
う
ち
の
従
子
の
輩
行
に
こ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

B
L
V
 

回
村
賀
造
、
今
西
春
秩
、
佐
藤
長
共
編
「
五
慢
清
文
鑑
謬
解
」
上
容
、
京

⑬ ⑬⑬  ⑬ ⑬@  ⑬ 

⑧ 

都
、
昭
和
四
十
一
年
、

Z
。・

zs・

オ
チ
ル
ハ
ン
、
ダ
ラ
イ
ハ
ン
の
性
格
に
つ
い
て
は

Z
o芯
♂
h
y
N
白
寸
を
参

照
さ
れ
た
い
。

〔
略
語
表
〕

表
樽
H

「
外
藩
蒙
古
田
部
王
公
表
停
」

要
略
H
郁
韻
土
「
皇
朝
藩
部
要
略
」

方
略
H

「
卒
定
準
鳴
爾
方
略
」

朔
漠
U
H

「
卒
定
朔
漢
方
略
」

遊
牧
記
H
張
穆
「
蒙
古
遊
牧
記
」
。
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
同
書
倉
一
二
、

青
海
額
魯
特
蒙
古
遊
牧
所
在
。

新
志
H
H
楊
態
璃
「
西
寧
府
新
志
」

同
文
志
H

「
西
域
同
文
志
」

十
三
排
闘
N
H

「
清
十
三
排
闘
」
。
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
問
書
九
排
西
二

「
蘭
州
府
・
西
寧
府
」
。

中
華
地
図
集

1
張
其
陶
編
「
中
華
民
園
地
園
集
」
第
三
冊
、
墓
北
、
園
防
研

究
院
、
一
九
六
一
年
。

ロ
プ
ザ
ン
の
飢
H
H
佐
藤
長
「
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
飢
に
つ
い
て
」
史
林

第
五
五
省
第
六
続
、
京
都
、
一
九
七
二
年
。

Z
2
2
H
F
ロ
己
目
。
司
2
2
y
Z
2
2
0ロ
叶
5
2
2
Z
E
O門
司

O間同町。

H
g
F
わぬ口同ロ『
u
J
同，

uoc
口
町
司
ω
0
・
4
0
f
F
ロ
・
円
、
伊
〈
ア

A
H
m
-
H
由自由・

ω、吋目
N
H
N
ω
E
E内E
Z
〉『目白内四

ω
E
O
B、H
，Frnw同
白
ロ
河
己
え

Moa-口
同
町
σ

ω伺〈
mw

ロ件。。口同
H
H

の
o
Eロ円子
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